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1,500名の校友が集結
全国校友大会開催  大阪で多彩なイベント

校友会設立115周年記念事業
2016 年度 龍谷大学「心の講座」

集合写真（新聞広告の撮影風景）

京都から「心の発信を」と、2014 年度から始まり、多くの校友や一
般の皆さまに聴講いただき、龍谷大学に触れていただく貴重な機会とな
っている。2016 年度も7 回シリーズで開催する。
会　　場：龍谷大学響都ホール校友会館
　　　　　 （JR京都駅前アバンティ９階）
講座時間：開場 12:00、開講 13:00
参 加 費：無料〈事前申し込み要〉（定員：各回 350 名 )

●第１回（4月 23 日）
辰巳寛氏（日本画家）・池坊専好氏（華道家元池坊 次期家元）

●第２回（5月 28 日）
西山明彦師（律宗総本山唐招提寺第 88 世長老）・井沢元彦氏（作家）

●第３回（6月 25 日）
吉田実盛師（天台宗鶴林寺住職・叡山学院教授）天台声明（実唱）
●第４回（7月 23 日）
玉木興慈氏（龍谷大学短期大学部教授）・山折哲雄氏（宗教学者）

●第５回（9月 24 日）
竹下義樹氏（弁護士）・ひ ろさちや氏（宗教評論家）

●第６回（10月 15 日）
高田文英氏（龍谷大学文学部准教授）・夢枕獏氏（小説家・エッセイスト）

●第７回（11月 26 日）
福原隆善師（浄土宗大本山百万遍知恩寺第 75 世法主）松平定知氏

　

１
月
24
日
、
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
の
モ
ダ
ン
寺
で
お
な

じ
み
の
「
神
戸
別
院
」
を
会

場
に
、
龍
谷
大
学
校
友
会
阪

神
支
部
が
設
立
さ
れ
た
。

　

阪
神
地
域（
伊
丹
市・
川
西

市・
尼
崎
市・
西
宮
市・
芦
屋

市・
宝
塚
市・
神
戸
市・
猪
名

川
町
）に
在
住
、
勤
務
す
る

卒
業
生
と
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
文
化
的
な
活
動
を

し
て
い
き
た
い
と
、
発
起
人

26
名
が
半
年
を
か
け
て
話
し

合
い
、
進
め
ら
れ
て
き
た
。 

阪
神
支
部
の
発
起
人
に

は
、
卒
業
間
も
な
い
校
友
か

ら
卒
業
後
63
年
を
迎
え
る
校

友
ま
で
、
幅
広
い
年
代
と

様
々
な
職
業
の
校
友
が
集
ま

っ
た
。

　

阪
神
支
部
誕
生
に
向
け
熱

心
に
取
り
組
ま
れ
た
小
出
宏

さ
ん
（
68
年
文
卒
）
が
支
部

長
に
就
任
、
事
務
局
体
制
も

阪
神
地
域
の
各
市
か
ら
の
校

友
で
、
今
後
、
非
常
に
楽
し

み
な
支
部
が
誕
生
し
た
。

　

小
出
支
部
長
は
、
就
任
に

あ
た
り
「
世
代
を
こ
え
た
出

会
い
の
場
か
ら
同
窓
の
和
へ

と
広
げ
、
母
校
と
校
友
会
の

発
展
に
寄
与
で
き
れ
ば
」
と

挨
拶
。
赤
松
学
長
が
、
新
し

い
挑
戦
を
し
続
け
て
い
る

「
龍
谷
大
学
の
今
」
に
つ
い

て
、ま
た
卒
業
生
の
落
語
家
・

林
家
染
二
さ
ん
が
、「
祝
い

落
語
」
を
披
露
し
、
笑
い
の

あ
ふ
れ
る
和
や
か
な
懇
親
会

と
な
っ
た
。

　

阪
神
支
部
へ
の
入
会
、
問

合
せ
は
、
事
務
局
長
の
田

中
正
勝
さ
ん（
78
年
経
済
卒
）

へ
。
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龍
谷
大
学
校
友
会『
阪
神
支
部
』設
立

～
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
文
化
的
な
活
動
を
～

龍
谷
賞
贈
呈
式
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
2
面

歴
史
実
証
⑪
・W

ho's w
ho

 ・・
３
面

海
外
で
活
躍
す
る
校
友
・
経
営
者
登
場
・
結
婚
お
め
で
と
う
 ・・
４
面

校
友
か
ら
の
た
よ
り
・
龍
谷
ミュ
ー
ジ
ア
ム
・
龍
Ｒｏｎ
小
町
 ・・
5
面

各
学
部
同
窓
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
・
校
友
会
ス
ケ
ジュー
ル
（
上
半
期
） ・
6
面

地
域
支
部
・
職
域
支
部
・
サ
ー
ク
ル
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
 ・・
7
面

仏
教
に
学
ぶ
・
校
友
の
お
店
 ・・・・
８
面

主催：龍谷大学校友会、龍谷大学校友会京都市支部、
　　　龍谷大学法学部同窓会（第５回）
共催：読売新聞社
※やむを得ない事情により講師やテーマが変更されることがあります。
※各回の申込開始日や申込方法の詳細は決定次第、龍谷大学校友会ホーム
　ページで発表します。HP：http://www.ryukoku.ac.jp/alumni/

2016 年 10月23日（日）
全国校友大会 in 広島

開催
2016 年度の「全国校友大会」 は広
島市で開催します。

「龍谷大学　心の講座」は浄土真宗本
願寺派　広島別院にて、講座のあとは、
卒業生が大いに交流できる場を予定し
ています。
■日時：2016 年 10 月 23 日 ( 日）
　 13:00～14:30　「心の講座」（一般公開講座）
　15:00 ～ 17:00　交流会（卒業生対象）
■場所：（予定）
◆龍谷大学「心の講座」
　浄土真宗本願寺派広島別院「本堂」
◆卒業生の交流会
　浄土真宗本願寺派広島別院「共命ホール」

　

龍
谷
大
学
の
校
友
会
が

設
立
115
周
年
を
迎
え
た
こ

と
か
ら
、
３
月
６
日
、
大

阪
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
国
内
外
か

ら
の
校
友
参
加
者
は
、
の
べ

１,
５
０
０
名
に
及
ん
だ
。

　

14
時
か
ら
大
阪
市
中
央
区

の
本
願
寺
津
村
別
院
（
北
御

堂
）
で
の
音
楽
法
要
を
皮
切

り
に
、
本
願
寺
の
大
谷
光
淳

ご
門
主
様
に
よ
る
記
念
講
演

会
（
別
掲
）
が
行
わ
れ
た
。

　

一
方
、
ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ

ー
ル
ト
ン
大
阪
の
会
場
で
は

15
時
か
ら
、
校
友
会
女
子
会

「
龍
Ｒ
ｏ
ｎ
小
町
」
と
、
校

友
会
若
手
の
会
（
ど
ち
ら
も

別
掲
）が
同
時
開
催
さ
れ
た
。

17
時
か
ら
は
同
ホ
テ
ル
で

「
龍
谷
賞
贈
呈
式
」（
２
面
参

照
）
が
行
わ
れ
、
祝
賀
パ
ー

テ
ィ
ー
へ
と
続
い
た
。
祝
賀

パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
雅
楽
師

の
東
儀
秀
樹
氏
に
よ
る
ミ
ニ

ラ
イ
ブ
を
参
加
者
が
楽
し

み
、
村
上
太
胤
校
友
会
長
の

挨
拶
に
よ
っ
て
、
立
食
パ
ー

テ
ィ
ー
と
な
っ
た
。

　

食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
、

１,
２
０
０
名
が
歓
談
。
こ

の
日
の
「
全
国
校
友
大
会
」

115
周
年
記
念
各
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
卒
業
生
は
、
の

べ
１,
５
０
０
名
を
超
え
た
。

こ
れ
ほ
ど
の
数
の
校
友
ら
が

集
結
し
た
の
は
、
校
友
会
の

長
い
歴
史
で
も
、
は
じ
め
て

の
こ
と
。

女子会「龍Ｒｏｎ小町」と
若手の会を同時開催

　

女
性
の
校
友
に

よ
る
集
い
と
、
男

女
を
含
め
た
若
手

の
校
友
の
集
い
が
、

ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ

ー
ル
ト
ン
大
阪

で
15
時
か
ら
同

時
開
催
さ
れ
た
。

　
「
龍
Ｒ
ｏ
ｎ
小

町
」
は
一
昨
年

５
月
に
誕
生
し

た
卒
業
生
の
女

子
会
で
、
こ
れ

ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
魅
力
あ
ふ
れ

た
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
る

（
５
面
参
照
）。

　

一
方
、
校
友

会
若
手
の
会
は
、

若
い
卒
業
生
の

今
後
の
活
動
が

期
待
さ
れ
る
、

20
代
か
ら
40
代
の
男
女
校
友

に
呼
び
か
け
、
こ
の
た
び
実

現
し
た
も
の
。

　

女
子
会
で
は
、「
ザ
・
リ

ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
大
阪
の

デ
ザ
ー
ト
ブ
ッ
フ
ェ
で
優
雅

な
ひ
と
と
き
」、
若
手
の
会

で
は
「
卒
業
生
と
学
生
の
共

通
の
ゲ
ー
ム
で
ご
縁
！　

賞

品
Ｇ
Ｅ
Ｔ
！
」
が
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
。
合
計
350
名
の
校

友
ら
の
声
が
、
明
る
く
会
場

に
響
き
わ
た
っ
た
。

華
や
か
そ
の
も
の
「
龍
Ｒ
ｏ
ｎ
小
町
」

　

設
立
115
周
年
の
記
念
式
典

は
、
大
阪
市
中
央
区
の
本
願

寺
津
村
別
院（
北
御
堂
）本
堂

で
、
混
声
合
唱
団
ラ
ポ
ー
ル

の
学
生
た
ち
の
美
し
い
仏
教

讃
歌
に
よ
っ
て
営
ま
れ
た
。

続
い
て
記
念
講
演
会「
心
の
講

座
」
へ
と
移
っ
た
。

　

校
友
会
で
は
115
周
年
の
記

念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

「
心
の
講
座
」
を
、
JR
京
都
駅

前
ア
バ
ン
テ
ィ
の
龍
谷
大
学

響
都
ホ
ー
ル
校
友
会
館
で
、

一
昨
年
よ
り
シ
リ
ー
ズ
で
開

催
し
て
い
る
。（
詳
細
は
校
友

会
Ｈ
Ｐ
）。

　

こ
の
た
び
の
記
念
講
演
会

「
心
の
講
座
」
は
、
昨
年
就
任

さ
れ
た
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

の
大
谷
光
淳
ご
門
主
様
を
お

迎
え
し
た
。
ご
門
主
様
は
講

演
の
中
で
、「
阿
弥
陀
さ
ま
の

み
教
え
に
従
い
、
限
ら
れ
た

い
の
ち
を
精
い
っ
ぱ
い
生
き

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
さ

れ
、
集
ま
っ
た
350
名
の
聴
衆

が
熱
心
に
聴
講
し
た
。

　

な
お
こ
の
講
演
会
は
、
龍

谷
大
学
・
龍
谷
大
学
親
和
会・

読
売
新
聞
大
阪
本
社
・
本
願

寺
津
村
別
院
が
後
援
し
た
。

大
谷
光
淳
ご
門
主
様
記
念
講
演

北
御
堂
で
350
名
が
聴
講

本
願
寺
津
村
別
院
（
北
御
堂
）

村上さんが校友会長再任

（フリー
 アナウンサー）

　2013年4月１日から校友会長をつ
とめる村上太胤さんの会長再任が、
校友会理事会で承認された。任期
は 2016 年 4 月１日から2019 年３月
31日。村上さんは 1969 年文学部
卒で、法相宗大本山薬師寺副住職。
８月８日に「印

い ん や く

鑰継承式」が行われ、
薬師寺管 主に就任し、法相宗管長
を継ぐ。

申込みは同封の案内チラシのハガキま
たは校友会 HPより。
申込みは2016年4月1日～受付開始！
詳細は案内チラシをご覧ください。

ロ　ン　  ロ　ン
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日
本
最
初
の
全
盲
弁
護
士
。

２
度
に
渡
る
自
ら
の
法
務
省
へ
の

働
き
か
け
を
経
て
、
点
字
で
の

司
法
試
験
実
施
を
実
現
。
司
法

試
験
合
格
ま
で
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
龍
谷
大
学
、
西
本
願
寺

職
員
、
そ
の
他
の
多
く
の
点
訳
・

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
へ
の

感
謝
の
念
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

「
支
え
ら
れ
て
、
支
え
る
」
を

モッ
ト
ー
に
、
社
会
的
弱
者
の
光

と
な
り
、
灯
り
と
な
って
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
、
日
本
弁
護

士
連
合
会
で
の
部
会
や
委
員
会

で
要
職
を
務
め
な
が
ら
、
京
都

竹
下 
義
樹
さ
ん

１
９
７
５
年　

法
学
部
卒

龍
谷
大
学
法
曹
支
部
支
部
長

龍
谷
大
学
校
友
会
京
都
支
部
顧
問

弁
護
士
（
つ
く
し
法
律
事
務
所
代
表
）

中
国
文
化
一
級
秘
密「
変
面
」

継
承
認
定
者

江  

玉
（
コ
ウ
ギ
ョ
ク
）
さ
ん

２
０
１
５
年 

国
際
文
化
学
部
卒

多
度
志
保
育
会
理
事
長

殿
平  

善
彦
さ
ん

１
９
６
９
年 

文
学
部
卒

財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会
会
長

沼
田

　智
秀
さ
ん

第
26
回 

龍
谷
賞
贈
呈
式
は

校
友
会
設
立
115
周
年
記
念

「
全
国
校
友
大
会
in
大
阪
」
で
。

府
、
京
都
市
の
社
会
福
祉
関
係

団
体
で
も
社
会
問
題
解
決
に
常

に
向
き
合
って
お
ら
れ
ま
す
。

　

京
都
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
へ
も

豊
富
な
法
律
知
識
に
よって
、
多

大
な
る
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
き
に
渡
り
、
揺
る
ぎ
な
い

姿
勢
で
臨
ま
れ
て
い
る
弁
護
活

動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
、

社
会
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め
、

広
め
る
活
動
を
常

に
続
け
て
お
ら
れ
る

姿
は
龍
谷
大
学
生

の
目
標
と
な
り
卒

業
生
に
と
っ
て
誇
り

で
す
。

　
こ
れ
ら
の
功
績
を

称
え
、
龍
谷
賞
を

贈
り
ま
す
。

龍 

谷 

賞

龍
谷
奨
励
賞

龍
谷
特
別
賞

龍
谷
特
別
賞

瀬
田
と
深
草
で
開
催

　

龍
谷
祭
に
合
わ
せ
て
開

催
さ
れ
る
「
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
・
デ
ー
」
が
、
瀬
田

キ
ャ
ン
パ
ス
（
15
年
10
月

24
日
）
と
深
草
キ
ャ
ン
パ

ス
（
15
年
11
月
１
日
）
で

開
催
さ
れ
た
。

　

昨
年
か
ら
、
紫
英
館
６

階
グ
リ
ル
に
用
意
さ
れ
た

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
ル
ー

ム
の
卒
業
年
の
制
限
を
な

く
し
た
こ
と
に
よ
り
、
利

用
者
数
も
増
え
、
今
年
も

女
性
卒
業
生
や
家
族
連
れ

の
校
友
で
賑
わ
っ
た
。

15
年
の
「
校
友
総
会
」

が
、
11
月
１
日
（
日
）
11

時
よ
り
深
草
・
新
校
舎
の

和
顔
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

山
本
雅
敍
事
業
部
会
長

の
司
会
に
よ
り
、
村
上
太

胤
校
友
会
長
が
議
長
に
選

出
さ
れ
、
議
事
を
進
行
。

続
い
て
、
樽
井
博
総
務
部

会
長
に
よ
り
14
年
度
の
事

業
報
告
と
決
算
報
告
が
行

わ
れ
、
石
坂
省
悟
校
友
会

監
査
が
監
査
報
告
。
最
後

に
、
樽
井
博
総
務
部
会
長

が
15
年
度
校
友
会
基
本
方

針
、予
算
説
明
を
行
っ
た
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー

２
０
１
５
年
度

校
友
総
会
を
開
催 　

中
国
・
四
川
省
に
伝
わ
る
伝
統

劇
・
川せ

ん
げ
き劇

の
特
殊
技
法
「
変へ

ん
め
ん面

」

の
継
承
者
。
江
さ
ん
は
２
０
０
８

年
四
川
大
震
災
で
日
本
の
救
助

隊
と
出
逢
っ
た
際
に
、
不
眠
不
休

で
被
災
者
の
救
護
に
あ
た
る
姿
に

感
動
し
本
学
に
入
学
。
本
学
在

学
中
か
ら
積
極
的
に
日
中
文
化

交
流
活
動
に
取
り
組
ま
れ
、
各

地
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
チ
ャ
リ
テ

ィ
イ
ベン
ト
に
も
多
数
出
演
、
多

く
の
人
が
そ
の
演
舞
に
励
ま
さ
れ

て
い
ま
す
。東
日
本
大
震
災
で
は
、

今
度
は
自
分
が
被
災
者
の
力
に
な

り
た
い
と
熱
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
取
り
組
み
、
卒
業
後
も

継
続
し
て
日
中
友
好
の
架
け
橋
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を

期
待
し
龍
谷
奨
励
賞
を
贈
り
ま

す
。

　

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、一乗
寺
住
職

と
し
て
仏
法
弘
通
に
身
と
心
を
砕
く
。

１
９
７
６
年
か
ら
民
衆
史
掘
り
起
し
運

動
に
参
加
、
雨
竜
ダ
ム
を
は
じ
め
、
北

海
道
各
地
で
朝
鮮
人
強
制
連
行
犠
牲

者
の
調
査
と
遺
骨
発
掘
を
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
１
９
９
７
年
「
日
韓
共
同
ワ
ー
ク
シ

ョッ
プ
」
を
主
催
。
朱
鞠
内
ダ
ム
で
の

遺
骨
発
掘
以
後
、韓
国
と
日
本
で
「
共

同
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」
を
開
催
し
、
積

極
的
に
東
ア
ジ
ア
の
若
者
の
交
流
を
図

っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
長
き
に
渡
り
、

全
道
各
地
に
眠
る
強
制
労
働
犠
牲
者

の
遺
骨
調
査
と
真
相
究
明
に
取
り
組

み
、
２
０
１
５
年
９
月
「
遺
骨
奉
還

-

70
年
ぶ
り
の
里
帰
り
」
と
し
て
、
115

体
の
遺
骨
を
韓
国
に
奉
納
し
、
幾
度

も
日
本
と
韓
国
と
で
新
聞
や
Ｔ
Ｖ
で
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
韓
の
架
け
橋
と
し
て
、
時
空
を

超
え
て
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
活
動
を

地
道
に
推
進
し
て
こ
ら
れ
た
実
績
と
そ

の
信
念
を
称
え
、
こ
こ
に
龍
谷
特
別

賞
を
贈
り
ま
す
。

　

仏
教
伝
道
を
目
的
に
、
株
式

会
社
ミ
ツ
ト
ヨ
を
興
し
た
父
と

二
人
三
脚
で
、
世
界
No.
１
の
精

密
測
定
機
器
メ
ー
カ
ー
に
発
展

さ
せ
、
そ
の
利
益
で
65
年
に

「
仏
教
伝
道
協
会
」
を
設
立
し
、

仏
教
伝
道
の
た
め
の
諸
活
動
を

展
開
。
そ
の
主
た
る
活
動
の
一

つ
で
あ
る
各
国
語
に
翻
訳
し
た

「
仏
教
聖
典
」
を
世
界
中
の
ホ

テ
ル
の
一
室
一
室
に
置
く
活
動

は
す
で
に
62
カ
国
151
万
室
に
及

び
、
そ
の
翻
訳
数
は
46
言
語
に

達
す
る
。

　

さ
ら
に
は
、
仏
教
経
典
の
全

集
で
あ
る
「
大
蔵
経
」
の
英
訳

事
業
を
推
進
。
世
界
の
主
要
大

学
に
「
仏
教
講
座
」
を
開
設
し
、

留
学
生
の
育
成
に
も
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
龍
谷
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
の
発
展
に
向
け
て
、

多
大
な
る
お
力
を
注
い
で
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
を

込
め
、
こ
こ
に
龍
谷
特
別
賞
を

贈
り
ま
す
。

2015龍谷賞 弁護士竹下 義樹さん

政策学部生とのディスカッション

前列中央が講師の只友教授、石田政策学部教授

　

設
立
30
周
年
を
迎
え
た
寝
屋

川
市
役
所
支
部
（
紫
友
会
）
は
、

未
来
へ
向
け
て
の
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
る
契
機
と
し
て
、
15
年

10
月
24
日
（
土
）
に
深
草
学
舎

（
和
顔
館
）
で
、
設
立
30
周
年

記
念
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
龍
谷
大
学
政

策
学
部
の
只
友
景
士
教
授
に「
こ

れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
と
21
世

紀
型
ス
キ
ル
」
の
テ
ー
マ
で
ご
講

演
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
政
策

学
部
の
学
生
を
交
え
て
、
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
を
行
い
ま
し

た
。

　

講
演
で
は
、「
こ
れ
か
ら
の

時
代
、
自
治
体
職
員
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
意
識
し
て
、
仕

事
を
進
め
て
い
け
ば
よ
い
の
か
」、

「
地
域
住
民
と
ど
の
よ
う
に
関

わ
っ
て
い
け
ば
よ
い
か
」
等
を
、

只
友
教
授
が
実
際
に
経
験
さ
れ

た
自
治
体
で
の
取
組
事
例
を
も

と
に
、
わ
か
り
や
す
く
ご
講
義

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
学
生
と
と
も
に
、「
こ
れ
か

ら
の
自
治
体
行
政
の
在
り
方
」や

「
求
め
ら
れ
る
職
員
像
」
等
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

学
生
か
ら
は
、「
自
治
体
職
員
の

仕
事
の
内
容
」
や
「
自
治
体
職

員
を
志
し
た
動
機
」、「
仕
事
の

や
り
が
い
」
等
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
、
私
達
自
身
も
、
初
心

に
戻
って
、
自
分
達
の
仕
事
を
振

り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
、
紫
英
館
の
グ
リ
ル

に
て
、
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
ご
来
賓
の
方
々
も
参
加
さ

れ
た
懇
親
会
で
は
、
紫
友
会
の

恒
例
と
な
っ
た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
最
後
は
、

懐
か
し
き
学
歌
を
斉
唱
し
、
閉

会
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
現
状
で
満
足
す
る

こ
と
な
く
、
職
域
支
部
と
し
て

の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
会

員
相
互
の
連
携
に
努
め
、
母
校

と
と
も
に
成
長
・
発
展
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
設
立

30
周
年
記
念
事
業
に
御
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
龍
谷
大
学
、
校

友
会
、
他
支
部
の
皆
様
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
副
支
部
長　

山
本
章
弘
）

創
立
30
周
年
記
念

　
寝
屋
川
市
役
所
支
部
（
紫
友
会
）

創
立
10
周
年
記
念

　
愛
知
県
支
部

　

愛
知
県
支
部
は
設
立
10
周

年
の
佳
節
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
15
年
11

月
22
日
（
日
）
に
、
ウ
イ
ン

ク
あ
い
ち
に
て
「
心
の
講
座

in
愛
知
」
と
「
校
友
会
女
子

会
『 

龍
R
o
n
小
町
』
第

１
回
総
会
」（
５
面
参
照
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

心
の
講
座
の
講
師
に
は
、

テ
レ
ビ
や
執
筆
活
動
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
脳
科
学
者
の
中

野
信
子
さ
ん
を
お
招
き
し
て

記
念
講
演
を
開
催
し
、
約
250

名
の
校
友
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
中
野
先
生
は
、
I
Q

の
世
界
上
位
２
％
し

か
会
員
に
な
れ
な
い
、

M
EN

SA

の
会
員
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、

特
に
「
霊
愛
と
脳
の

分
析
」
が
お
得
意
で
、

脳
の
中
で
働
く
不
思

議
な
ホ
ル
モ
ン
（
オ

キ
シ
ト
シ
ン
、
ソ
ロ

ト
ニ
ン
等
々
）
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会

に
は
、
約
50
名
の
校

友
が
参
加
。
冒
頭
に

池
田
勉
副
学
長
、
村
上
太
胤

校
友
会
長
か
ら
ご
挨
拶
を
頂

き
、
初
め
て
参
加
さ
れ
た
校

友
の
方
も
沢
山
み
え
親
交
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

愛
知
県
支
部
設
立
10
周
年
記

念
事
業
に
、
大
学
関
係
者
初

め
多
く
の
皆
様
に
ご
支
援
い

た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

（
支
部
長 

伊
藤
芳
樹
） ■■■■■■■■

JR京都駅アバンティの地下通路に、「龍谷大学響都ホール校友会館」のパネル
が設置されました。
〈写真右から〉つじあやのさん（2000文卒）、福島暢啓さん（2011文院了）、櫻木
厚子さん（2001経済卒）、宮本賢二さん（2002経済卒）

JR京都駅アバンティに地下広告
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龍
谷
大
学
に
端
艇
部
が
創

設
さ
れ
た
の
は
１
８
９
５
（
明

治
28
）
年
の
こ
と
で
、
龍
谷

大
学
（
当
時
は
大
学
校
）
は

二
院
一
寮
制
を
敷
い
て
い
ま
し

た
。
そ
の
中
の一寮
と
は
文
学

寮
の
こ
と
で
す
。
文
学
寮
で

は
高
度
な
教
育
が
行
わ
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
文
学
寮
で
端

艇
部
は
産
声
を
上
げ
た
の
で

す
。創

部
翌
年
の
琵
琶
湖
漕
艇

大
会
で
は
早
く
も
文
学
寮
は

優
勝
を
果
た
し
、
優
勝
し
た

時
の
写
真
が
今
残
って
い
ま
す

（
写
真
１
）。
写
真
の
前
列

向
か
って
左
か
ら
２
番
目
が
本

多
恵え

り
ゅ
う隆
で
す
。
後
に
第
一
次

大
谷
探
検
隊
の
メ
ン
バ
ー
に
選

ば
れ
ま
す
。

大
谷
探
検
隊
と
い
う
の

は
、
西
本
願
寺
第
二
十
二
世

宗
主
と
な
る
大
谷
光
瑞
師
を

リ
ー
ダ
ー
と
す
る
調
査
隊
の

こ
と
で
、
１
９
０
２
年
か
ら

１
９
１
４
年
に
か
け
て
三
次
に

わ
た
り
、
仏
教
東
漸
の
跡
を

探
り
ま
し
た
。
第
一
次
大
谷

探
検
隊
の
主
な
メ
ン
バ
ー
は
文

学
寮
の
元
教
授
と
文
学
寮
出

シリーズ
龍谷大学の
歴史実証⑪

校友●Who's Who

龍
谷
大
学
山
岳
会

60
周
年
で

ヒ
マ
ラ
ヤ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
・
ピ
ー
ク
に

登
頂

ヒマラヤ・アイランド：ピーク山頂で

龍
谷
大
学
端
艇
部
と
大
谷
探
検
隊

龍
谷
大
学
文
学
部
教
授

　入
澤

　崇

身
者
で
し
た
。

本
多
恵
隆
は
ボ
ー
ト
だ
け

で
は
な
く
柔
道
も
や
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。
彼
の
残
し
た
日

記
を
見
れ
ば
、
幅
広
い
教
養

を
身
に
つ
け
た
人
物
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
文
武

両
道
に
秀
で
て
い
た
の
で
す
。

彼
は
文
学
寮
高
等
科
を
卒
業

し
た
後
、
西
本
願
寺
に
入
り
、

翌
年
北
米
開
教
の
た
め
渡
米

し
て
い
ま
す
。
光
瑞
師
の
清

国
巡
遊
に
も
同
行
し
、
光
瑞

師
が
欧
州
に
遊
学
し
た
と
き

は
、
そ
の
先
発
隊
と
し
て
渡

欧
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ

で
は
東
南
ア
ジ
ア
の
研
究
に

従
事
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

１
９
０
２
年
８
月
16
日
、
大

谷
探
検
隊
の一
員
と
し
て
ロ
ン

ド
ン
を
出
発
し
た
の
で
す
。

本
多
は
大
谷
光
瑞
師
と
行

動
を
共
に
し
て
イ
ン
ド
を
調

査
し
、
そ
の
後
は
単
独
で
東

南
ア
ジ
ア
に
も
出
向
い
た
よ
う

で
す
が
、
こ
の
点
は
詳
し
い
こ

と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
本

多
は
後
に
西
本
願
寺
に
あ
っ

て
執
行
長
の
立
場
と
な
り
、

重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

第
一
次
大
谷
探
検
隊
の
う

ち
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
中
国
西
南

地
域
に
入
っ
た
５
人
の
中
、
野

村
礼れ

い
じ
ょ
う譲
と
い
う
人
物
も
文
学

寮
時
代
に
端
艇
部
で
し
た
。

野
村
は
文
学
寮
を
出
た
後
、

京
都
第
三
高
等
学
校
（
い
ま

の
京
都
大
学
）
予
科
に
進
学

し
て
、
文
中
女
学
校
（
い
ま

の
京
都
女
子
大
学
）
で
世
界

史
と
数
学
を
教
え
て
い
ま
し

た
。
そ
の
と
き
、
光
瑞
師
の

命
を
受
け
て
大
谷
探
検
隊
に

参
加
し
ま
す
。

野
村
が
茂
野
純
一
と
貴き

し
ゅ
う州

省
の
楊
松
へ
入
っ
た
と
き
、

建
築
家
の
伊
東
忠
太
と
出
会

っ
て
い
ま
す
（
写
真
２
）。

こ
の
出
会
い
が
、
伊
東
忠
太

が
大
谷
光
瑞
師
に
関
心
を
も

つ
き
っ
か
け
と
な
る
の
で

す
。
東
京
の
築
地
本
願
寺
や

西
本
願
寺
前
の
真
宗
信
徒
生

命
保
険
社
屋（
今
の
伝
道
院
）

建
立
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
の

で
す
。

野
村
は
調
査
を
終
え
て
、

京
都
第
三
高
等
学
校
に
復
学

し
、
修
了
後
に
東
京
帝
国
大

学
（
今
の
東
京
大
学
）
東
洋

史
学
科
に
進
学
し
て
い
ま
す
。

る
か
ど
う
か
を
調
査
す
る
目
的

で
、
彼
は
木
曜
島
に
行
く
の
で

す
。
こ
こ
で
彼
の
人
類
学
的
素

養
が
如
何
な
く
発
揮
さ
れ
ま
し

た
。先

に
述
べ
た
通
り
、
大
谷

探
検
隊
は
１
９
０
２
年
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
仏
教
東

漸
の
跡
を
探
求
す
る
調
査
は

こ
の
年
に
始
ま
り
ま
し
た
が
、

大
谷
光
瑞
師
は
世
界
を
見
渡

し
て
い
ま
し
た
。
光
瑞
師
の

命
を
受
け
て
ア
フ
リ
カ
に
赴
い

た
人
も
い
ま
す
。
南
米
に
向

か
っ
た
人
も
い
ま
す
。
光
瑞

師
は
世
界
を
認
識
し
よ
う
と

し
て
い
た
の
で
す
。

光
瑞
師
の
命
を
受
け
て
海

外
調
査
を
行
っ
た
か
ら
に

は
、
龍
江
も
大
谷
探
検
隊

に
含
め
る
べ
き
と
考
え
ま

す
。
広
義
の
大
谷
探
検
隊
は

龍
江
義
信
が
南
洋
調
査
出
た

一
八
九
七
年
に
始
ま
っ
た
と

み
る
方
が
適
切
で
し
ょ
う
。

龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
、

２
０
１
４
年
秋
の
特
別
展

「
二
楽
荘
と
大
谷
探
検
隊
」

で
は
、
現
地
調
査
隊
だ
け
で

な
く
、
日
本
に
い
て
調
査
隊

を
支
え
た
人
た
ち
も
大
谷
探

そ
こ
を
卒
業
し
て
か
ら
は
、

愛
知
と
広
島
で
中
学
校
校
長

を
歴
任
し
、
そ
の
後
、
宮
内

庁
事
務
官
と
な
り
ま
し
た
。

端
艇
部
に
は
さ
ら
な
る
傑

物
が
い
ま
し
た
。
文
学
寮
で

本
科
３
年
高
等
科
２
年
、
全

科
全
て
首
席
で
通
し
た
龍た

つ

江え

義ぎ

信し
ん

と
い
う
人
で
す
。
彼
も

端
艇
部
で
し
た
。
先
に
紹
介

し
た
写
真
（
写
真
１
）
の
後

列
の
真
ん
中
が
龍
江
で
す
。

彼
も
優
勝
メ
ン
バ
ー
の
一
人

で
し
た
。
文
学
寮
時
代
の
ノ

ー
ト
が
残
っ
て
い
ま
す
。
い

か
に
龍
江
が
研
究
熱
心
で
あ

っ
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。
学

び
に
対
す
る
向
上
心
が
人
一

倍
強
か
っ
た
よ
う
で
す
。

龍
江
は
文
学
寮
卒
業
後
に

西
本
願
寺
に
就
職
し
、
国
内

留
学
生
と
し
て
東
京
帝
国
大

学
人
類
学
室
の
聴
講
生
と
な

っ
て
い
ま
す
。
彼
は
人
類
学

を
学
び
ま
し
た
。
人
類
学
が

わ
が
国
に
移
入
さ
れ
て
ま
も

な
い
時
期
で
す
。
龍
江
24
歳
の

と
き
に
、
大
谷
光
瑞
の
命
を
受

け
て
南
洋
に
出
向
い
て
い
ま
す
。

１
８
９
７
（
明
治
30
）
年
の
こ
と

で
す
。
伝
道
開
拓
の
余
地
が
あ

隊長：廣
ひ ろ

野
の

　浩
こ う い ち

一
1969年経済卒

林
はやし

　信
の ぶ ゆ き

行
1971年経営卒

前
ま え は ら

原　俊
しゅう

光
こ う

1972年文卒

原は
ら
む
ら村 

裕ゆ
う
だ
い大

（
89
年
文
卒
）

岡
お か も と

本　正
ま さ

人
と

1976年経済卒

龍
谷
大
学
山
岳
部
が
創

部
60
周
年
を
迎
え
た
こ
と
か

ら
、「
ク
ー
ン
ブ
・
ヒ
マ
ラ

ヤ
現
役
合
同
遠
征
隊
」
を
組

織
し
、
チ
ベ
ッ
ト
東
部
で
エ

ベ
レ
ス
ト
の
南
に
位
置
す

る
ア
イ
ラ
ン
ド
・
ピ
ー
ク

（
６
１
６
０
ｍ
）
に
11
月
３

日
、
見
事
に
全
員
が
登
頂
を

は
た
し
た
。
以
下
は
登
頂
に

ま
つ
わ
る
コ
メ
ン
ト
。

③朝倉明宣に送られた大谷探検隊隊員らの絵葉書と写真類
　（福井県・照恩寺所蔵）

②伊東忠太との記念写真　向かって右が野村礼譲、その隣が伊東忠太
　（『伊東忠太建築文献』第５巻より）

①琵琶湖漕艇大会の優勝メンバー　前列左から2番目が本多恵隆、
　後列中央が龍江義信（長野県・徳正寺所蔵）

検
隊
に
含
め
て
紹
介
し
ま
し

た
。
そ
の
中
の
ひ
と
り
が
朝

倉
明み

ょ
う
せ
ん宣
で
す
。
彼
も
文
学
寮

時
代
は
端
艇
部
に
所
属
し
て

い
ま
し
た
。
朝
倉
は
文
学
寮

高
等
科
を
卒
業
し
て
か
ら

は
、
西
本
願
寺
宗
主
の
大
谷

光
尊
師
（
光
瑞
師
の
父
君
）

の
侍
僧
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
８
９
７
（
明
治
30
）
年
に

ス
リ
ラ
ン
カ
に
赴
き
、
ス
リ

ラ
ン
カ
仏
教
界
と
西
本
願
寺

の
パ
イ
プ
役
を
務
め
ま
し

た
。
心
労
が
た
た
っ
て
身
体

を
悪
く
し
ま
す
。
朝
倉
は
大

谷
探
検
隊
の
連
絡
係
と
し

て
、
海
外
で
活
躍
す
る
隊
員

を
支
え
続
け
ま
し
た
。
各
隊

員
か
ら
朝
倉
に
寄
せ
ら
れ
た

手
紙
が
残
っ
て
い
ま
す
（
写

真
３
）。
い
か
に
彼
が
信
頼

さ
れ
て
い
た
か
が
わ
か
り
ま

す
。
後
方
支
援
の
重
要
性
や

息
を
合
わ
せ
て
チ
ー
ム
一
丸

と
な
る
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
お
そ

ら
く
端
艇
部
で
培
っ
た
も
の

で
し
ょ
う
。

朝
倉
と
文
学
寮
高
等
科
で

同
級
生
で
あ
っ
た
の
が
市
川

達た
つ
じ
ょ
う譲
で
、
彼
も
端
艇
部
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
人
物
で

す
。
文
学
寮
卒
業
後
は
西
本

願
寺
奉
仕
局
に
職
を
得
て
、

光
瑞
師
の
清
国
巡
遊
に
同
行

し
て
い
ま
す
。
市
川
は
そ
の

後
、
長
野
県
飯
山
中
学
に
勤

務
し
ま
す
が
、１
９
１
１（
明

治
45
）
年
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

人
か
ら
一
本
杖
の
ス
キ
ー
技

術
を
習
い
、
こ
れ
が
わ
が
国

近
代
ス
キ
ー
の
発
祥
と
な
る

の
で
す
。

端
艇
部
が
発
足
当
時
の
文

学
寮
は
学
生
に
活
気
が
あ
り

ま
し
た
。
情
熱
が
溢
れ
て
い

ま
し
た
。
教
室
の
学
び
と
課

外
で
の
学
び
が
同
一
線
上
に

あ
り
ま
し
た
。
昔
は
優
れ
た

学
生
が
い
た
ん
だ
ね
、
で
す

ま
せ
て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
己
の
小
さ
さ
を
自
覚
し

て
、
己
を
向
上
さ
せ
る
学
び

に
目
覚
め
て
い
く
教
育
こ
そ

が
龍
谷
大
学
の
大
き
な
特
質

な
の
で
す
。
現
役
生
の
み
な

さ
ん
、
ど
う
か
伝
統
を
受
け

継
い
で
く
だ
さ
い
。

　

紺
碧
の
空
に
白
い
頂

い
た
だ
き、

そ

し
て
頬
を
刺
す
烈
風
。
全
て

が
学
生
の
頃
に
夢
見
た
風
景

だ
っ
た
。
山
岳
部
60
周
年
記

念
遠
征
ア
イ
ラ
ン
ド
・
ピ
ー

ク
の
登
頂
、
カ
ト
マ
ン
ズ
本

願
寺
に
て
の
禿か
む
ろ

博
信
君
の
33

回
忌
、
本
願
寺
経
営
の
小
学

校
に
対
す
る
義
援
金
の
贈
呈

と
い
う
、
重
責
の
元
に
挙
行

　

卒
業
後
、
会
社
勤
務
で
１

ヶ
月
の
休
み
な
ど
、
到
底
無

理
と
諦
め
て
い
ま
し
た
。
定

年
後
の
今
、
こ
れ
は
最
後
の

チ
ャ
ン
ス
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征

は
初
め
て
で
、
憧
れ
の
山
域

に
24
日
間
、
何
の
ト
ラ
ブ
ル

も
な
く
大
成
功
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。天
候
に
も
恵
ま
れ
、

酸
素
が
薄
い
中
ヘ
ト
ヘ
ト
で

辿
り
着
い
た
山
頂
。
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
雄
大
な
眺
め
に
、「
つ

い
に
ヤ
ッ
タ
ぜ
ー
」
と
心
に

叫
ん
だ
も
の
で
し
た
。

　

今
回
の
遠
征
を
私
に
と
っ

て
一
言
で
総
括
す
る
と
、「
笑

顔
な
き
登
頂
」
で
あ
る
。
ア

イ
ラ
ン
ド
ピ
ー
ク
に
登
頂
で

き
た
も
の
の
、
体
調
管
理
が

悪
く
、
記
念
撮
影
の
時
で
さ

え
、
笑
顔
が
つ
く
れ
な
い
ほ

ど
辛
い
登
攀
で
あ
っ
た
。「
も

う
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
は
行
き
た

く
な
い
」
と
、
思
っ
て
い
た

が
、
今
は
こ
の
失
敗
を
反
省

し
、「
次
は
、
プ
モ
リ
（
７
，

１
６
１
ｍ
）
だ
」
と
、
広
島

の
山
に
登
っ
て
い
る
。

　

30
数
年
ぶ
り
の
ネ
パ
ー

ル
、
カ
ト
マ
ン
ズ
、
ル
ク
ラ
、

ナ
ム
チ
ェ
。
記
憶
を
思
い
起

こ
す
が
探
し
き
れ
な
い
。
エ

ベ
レ
ス
ト
街
道
の
賑
わ
い
は

す
ご
い
。
高
度
が
増
す
に
し

た
が
っ
て
呼
吸
が
苦
し
く
な

り
体
が
い
う
こ
と
を
聞
か
な

か
っ
た
。
年
齢
を
感
じ
た
。

ガ
イ
ド
ポ
ー
タ
ー
は
日
本
人

と
変
わ
ら
な
い
顔
付
、
体
形

で
、
多
少
の
日
本
語
も
で
き

助
け
て
く
れ
た
。
い
た
れ
り

つ
く
せ
り
で
あ
る
。
渉
外
等

は
全
て
や
っ
て
く
れ
た
。
初

め
て
の
海
外
登
山
は
ネ
パ
ー

ル
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
」
―
そ

の
危
険
で
魅
惑
的
な
響
き
。

青
春
か
ら
遠
く
離
れ
て
も
、

心
の
奥
底
で
そ
の
炎
を
燃
や

し
続
け
た
男
た
ち
が
い
た
。

山
で
逝
っ
た
仲
間
を
思
い
、

己
の
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
を
具
現

化
す
る
た
め
２
０
１
５
年

秋
、
彼
ら
は
旅
立
っ
た
。
目

指
す
は
ク
ン
ブ
・
ヒ
マ
ラ
ヤ

「
ア
イ
ラ
ン
ド
・
ピ
ー
ク
峰
」。

若
き
後
継
者
を
仲
間
に
加

え
、
積
み
重
ね
た
経
験
と
知

恵
を
次
代
へ
繋
ぐ
た
め
、
希

薄
な
空
気
と
戦
い
、
共
に
励

ま
し
成
し
遂
げ
た
登
頂
。「
山

岳
部
魂
」
は
歴
史
の
中
で
引

き
継
が
れ
て
い
く
。
100
周
年

へ
向
け
て
。（
山
岳
部
監
督
）

さ
れ
た
遠
征
で
し
た
。

廣
野 

浩
一
さ
ん

　林
　 

信
行
さ
ん

前
原 

俊
光
さ
ん

　岡
本 

正
人
さ
ん



Ryukoku University Alumni News No.822016（平成28）年3月25日 第82号（4）

『校友会報』『広報誌「龍谷」』の
デジタル配信について

樹脂成形のグローバル企業
新生化学工業㈱

校
友
会
長
名
、
学
長
名
で
祝

電
を
打
ち
ま
す
。
受
付
は
、

校
友
会
事
務
局
ま
で
。

♠
♥
は
校
友
同
士
の
結
婚

　

氏
名　
　

   

卒
年  

式
月
日

　

松
下　

泰
治 

01 

文  

８-

30

　

福
本　

充
宏 

00 

文 

９-

20

♠
森
本　
　

遥 

13 

文 

10-

４

♥
山
本
麻
里
子 

11 

文 

　

田
中
真
知
子 

02 

短
期 

10-

17

♠
野
村　

彰
吾 

10 

文 

10-

18

♥
中
川　

智
賀 

11 

文

　

西　
　
　

綾 

03 

経
営 

10-

31

♠
堀
居　

幸
央 

02 

経
済 

11-

8

♥
池
田　

有
希 

04 

国
際

♠
前
田　
　

翔 

09 

経
営 

11-

22

♥
粟
谷
麻
理
子 

09 

文

　

中
原　

文
弥 

13 

経
済 

11-

22

♠
東
野　
　

亮 

13 

法 

12-

5

♥
近
藤　

裕
美 

13 

法

♠
平
家　

誉
也 

12 

経
営 

12-

13

♥
角
南　

結
香 

09 

短
期

♠
福
本　

涼
介 

13 

文 

1-

30

♥
足
立
真
喜
子 

13 

文

　

鈴
木　

朝
深 

11 

文 

2-

27

　

森　
　

由
仁 

06 

経
済 

3-

26

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す校

友
会
長
名
、
学
長
名
で

祝
電
を
手
配
い
た
し
ま
す
。

お
申
込
み
は
、
お
電
話
、
メ
ー
ル
、

F
A
X
に
て
、
必
ず
次
の
項
目
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
受
付
は
挙
式
日
の
１

週
間
前
ま
で
。

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
卒
業
年
・
卒
業
学

部
※
校
友
同
士
の
結
婚
の
場
合
は
２
名

と
も・挙
式
日
時・会
場
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）

会
場
住
所
・
会
場
電
話
番
号

会
報
に
掲
載
の
可
否

　前号で『校友会報』『広報誌「龍谷」』の
デジタル配信のご案内をしたところ、卒業生
のみなさまよりデジタル配信のご希望を多く寄
せていただいております。
　今後も、デジタル配信へ切り替えをご希望
の方には『校友会報』『広報誌「龍谷」』の
送付を停止し、『校友会報』『広報誌「龍谷」』
の発刊をメールで配信させていただきます。
デジタル配信へ切り替えのご希望は、同封の
ご案内を参照いただき、ハガキまたはデジタ
ル配信申込みページにてお手続きください。
　いつでも、どこででもご覧いただけるメリッ
トを最大限に活かして、今まで以上にご覧い
ただきやすい誌面作りに努めてまいります。

　現在、龍谷大学では、「You, Unlimited 龍谷大学で学ぶ全ての学生に無限の可能性を」
のスローガンのもと、学生の成長を主軸においた事業を推進しています。本学の更なる教育・
研究内容の充実や優れた人材育成等のため、多くの皆さまのご支援を賜りますよう、宜しくお
願いいたします。
龍谷大学への支援（寄付）について　http://www.ryukoku.ac.jp/contribution/

〈お問い合わせ先〉 龍谷大学財務部経理課 075-645-7876（直通）
◇遺贈によるご寄付も承っています。関心をお持ちの方は、龍谷大学財務部経理課までご連絡をお願いいたします。

　

今
回
は
、
今
年
で
創
業
51
年

目
を
迎
え
た
新
生
化
学
工
業
。

樹
脂
成
型
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の

紹
介
で
す
。

　

父
が
起
業
し
た
当
社
に
入

社
し
、
品
質
・
技
術
・
営
業
の

経
験
を
積
ん
だ
後
、
最
初
に

手
が
け
た
の
が
、
米
国
南
部
の

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
で
の
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ

Ｓ
Ｅ
Ｉ　

Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｔ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
の
設
立
で
し
た
。
97

年
、
私
が
32
歳
の
と
き
で
す
。

無
我
夢
中
で
立
ち
上
げ
ま
し

た
。で
も
こ
の
と
き
の
苦
労
が
、

今
も
役
立
って
い
ま
す
。

　

02
年
に
帰
国
し
、
営
業
と

共
に
新
規
事
業
の
開
発
に
取

り
組
み
、
05
年
に
社
長
に
就

任
。
そ
し
て
08
年
、
タ
イ
に

大
き
な
工
場
を
つ
く
り
、
13

年
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
カ

ル
タ
に
と
い
う
よ
う
に
、
海
外

進
出
し
て
い
ま
す
。

　

新
生
化
学
工
業
の
事
業
フ
ィ

ー
ル
ド
は
、
①
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
②
エ
ナ
ジ
ー
（
電
池
）
③
自

動
車
④
光
学
⑤
医
療
⑥
ガ
ス
・

水
道
・
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

の
６
分
野
に
の
ぼ
り
、
滋
賀
県

大
津
市
に
本
社
と
研
究
所
、

県
下
に
２
工
場
、
兵
庫
県
豊

岡
市
に
１
工
場
、
ア
メ
リ
カ
、

タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
工
場

が
あ
り
ま
す
。
全
従
業
員
約

500
名
、
売
上
げ
約
55
億
円
と

い
う
の
が
当
社
で
す
。

　

特
に
乾
電
池
や
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
な
ど
に
使
わ
れ

る
ガ
ス
ケ
ッ
ト
と
い
う
部
品
に

強
み
が
有
り
、
電
池
の
品
質

と
性
能
向
上
に
大
き
く
役
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
自

動
車
の
各
種
セ
ン
サ
ー
に
使
わ

れ
る
部
品
や
、
ガ
ス
器
具
と

ホ
ー
ス
を

接
続
す
る

「
カ
チ
ッ

ト
」
な
ど

の
重
要
安

全
部
も
当

社
の
特
徴

で
す
。
さ

ま
ざ
ま
な

分
野
で
、

弊
社
の
技

術
が
、
商

品
化
さ
れ
て
、
く
ら
し
に
役

立
って
い
ま
す
。
い
わ
ば
＂
縁

の
下
の
力
持
ち
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
。

「一歩
先
の
哲
学
」
が
社
是
の
新

生
化
学
工
業
で
す
が
「一歩
先
」

と
は
？

　

今
は
無
い
が
将
来
こ
う
で
あ

ろ
う
（
こ
う
あ
る
べ
き
だ
）
と

予
測
し
た
商
品
に
必
要
な
技

術
を
、
先
取
り
し
て
研
究
開

発
し
て
お
く
こ
と
で
す
。

　
創
業
者
で
あ
る
父
は
、
63
年

（
昭
38
）
に
殺
虫
剤
に
使
わ
れ

る
エ
ア
ゾ
ー
ル
の
ノ

ズ
ル
の
開
発
に
成
功

し
て
起
業
し
ま
し

た
。
当
時
、
薬
液

が
水
鉄
砲
の
様
に

し
か
出
な
かった
も

の
を
、
金
型
で
0.3

㎜
の
孔
を
あ
け
る
こ

と
で
噴
霧
状
に
出
来
た
こ
と
は

画
期
的
で
あった
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
も
、
金
属
プ
レ
ス
と
の一

体
成
型
で
精
密
モ
バ
イ
ル
部
品

の
生
産
、
液
漏
れ
し
な
い
電
池

用
ガ
ス
ケ
ッ
ト
の
開
発
、
非
球

面
レ
ン
ズ
の
設
計
、
各
種
生
産

設
備
の
開
発
な
ど
、
エン
ジ
ニア

リ
ン
グ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
発
展
と

共
に
、
無
い
モ
ノ
は
自
分
た
ち

で
作
る
「
一歩
先
の
哲
学
」
で

新
生
化
学
工
業
は
い
わ
ば
開
発

の
歴
史
と
も
言
え
ま
す
。（
00

年
市
場
開
発
研
究
所
設
立
）

　

自
分
自
身
、
文
系
出
身
で

す
が
、
会
社
に
入
って
か
ら
必

要
な
化
学
や
機
械
工
学
を
実

地
で
学
び
ま
し
た
。
語
学
も
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
が
必
要
に
迫

ら
れ
必
死
に
や
れ
ば
、
何
と
か

な
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
徹
底
し
た
品
質

経
営
と
独
自
の
技
術
で
、
各
種

産
業
分
野
を
グ
ロ
ー
バル
に
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
現
在
、
軽
音
学
部
Ｏ
Ｂ
会
会

長
の
宮
田
さ
ん
。
名

ギ
タ
リ
ス
ト
で
も
あ

る
と
お
聞
き
し
ま
す

が
？

　

名
ギ
タ
リ
ス
ト
で

は
あ
り
ま
せ
ん
よ

（
笑
）
ギ
タ
ー
を
始

め
た
の
は
、
中
学
２

年
生
の
と
き
で
し

た
。
当
時
ロ
ッ
ク
ギ

タ
ー
で
し
た
が
、
高

校
生
の
時
に
ヤ
マ
ハ

の
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
大
津
市

で
す
が
ベ
ス
ト
ギ
タ
ー
リ
ス

ト
に
選
ば
れ
た
こ
と
が
有
り

ま
す
。
19
才
の
時
に
プ
ロ
を

目
指
し
て
東
京
に
行
っ
た
の

で
す
が
大
失
敗
で
し
た（
笑
）

人
生
取
り
戻
す
の
が
必
死
で

運
命
の
龍
谷
大
学
に
入
学
後

は
も
ち
ろ
ん
軽
音
学
部
へ
。

社
会
人
に
成
っ
て
か
ら
あ
ま

り
弾
い
て
い
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
３
年
前
よ
り
Ｊ
Ａ
Ｚ

Ｚ
を
始
め
て
最
近
は
、
時
々

ジ
ャ
ム
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参

加
し
て
お
り
ま
す
。
同
期
で

入
部
し
た
仲
間
３
人
が
プ
ロ

の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
の
が
、
今
の

私
の
誇
り
で
す
。

経営者登場

宮
み や

田
た

 陽
よ う

一
い ち

さん
新生化学工業㈱
代表取締役社長

プロフィール
宮田陽一（みやた・よういち）1964
年京都市生まれ。比叡山高校を卒業
後、86 年に龍谷大学経営学部へ。
和多田淳三教授ゼミ出身。90 年に
卒業し新生化学工業㈱入社。05 年
に代表取締役社長に就任。現在、
龍谷大学軽音学部 OB 会長。

アメリカ工場

龍谷大学校友音楽祭にて

ク
ウ
ェ
ー
ト
国

外
務
省

外
交
官

ユ
セ
フ 

ア
ル
タ
ル
ケ
ッ
ト
さ
ん

海
外
で
活
躍

　
　
　
　
　す
る
校
友

京
都
が
大
好
き
で
す

デジタル配信申込みはこちらから
https://www.ryukoku.ac.jp/prdigital/

学校法人 龍谷大学教育研究等振興資金の寄付金募集について（お願い）

Seminar HouseTomoikiso
セミナーハウス「ともいき荘」をご利用ください

各種研修室や宿泊施設を備える総合研修施設です。京都御苑のすぐ西側に位置し、京都市内へのアクセス良
好です。研修会や学習会、ご家族との京都観光やご友人との親睦・交流を深めるための施設として、「ともい
き荘」をご活用ください。詳しくはホームページをご覧ください。http://www.ryukoku.ac.jp./tomoikiso/
ともいき荘 〒602-8019 京都市上京区室町通下長者町通下ル近衛町38番地

地下鉄烏丸線「丸太町駅」下車、北へ徒歩5分
~お問い合わせ・予約~龍谷大学総務課　電話075–645–7890

～  龍谷メルシー株式会社より  ～
校友生の皆様にご利用いただける各種サービスを、ご案内いたします。

（龍谷メルシー㈱は、教育研究支援や学生サービス充実を目的に、龍谷大学が100％出資し設立した事
業会社です。）
◇海外旅行保険など、各種損害保険 海外旅行保険＠トラベルを、龍谷メルシーHPからネットで契約する
と約半額でご加入いただけます。その他、1日分の自動車保険や医療保険等も取扱っています。

◇龍谷大学オリジナルグッズ USBメモリ、モバイルバッテリー、トートバックをはじめ、さまざまなオリジ
ナルグッズをご用意しております。

◇成 人式・ウェディングの貸衣装 龍谷大学特別価格で、「ネットで衣装レンタル」がご利用いただけます。
〈お問い合わせ先〉　龍谷メルシー株式会社   HP：http://www.r-merci.jp/

TEL：075-644-7003　FAX：075-645-6067　e-mail：info@r-merci.jp

卒業生へのお知らせ
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０
１
６

２
０
１
６
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１
６

　
ユ
セ
フ
さ
ん
の
初
来
日
は
98
年
。
ク
ウ
ェ

ー
ト
の
高
校
を
卒
業
し
、
政
府
派
遣
の
留
学

生
と
し
て
東
京
の
日
本
語
学
校
で
１
年
半
学

ん
だ
あ
と
、
姫
路
獨
協
大
学
の
外
国
語
学
部

日
本
語
学
科
で
４
年
間
、
そ
し
て
龍
谷
大
学

国
際
文
化
学
部
（
現
・
国
際
学
部
）
大
学
院

修
士
課
程
へ
。
06
年
に
修
了
し
、
ク
ウ
ェ
ー

ト
の
民
間
企
業
を
経
て
同
国
外
務
省
へ
。
在

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
大
使
館
で
３
年
勤
務
の
あ

と
、昨
年
７
月
か
ら
東
京
の
駐
日
大
使
館
で
、

外
交
官
と
し
て
活
躍
中
。
80
年
生
ま
れ
の
３

児
の
父
親
で
も
あ
る
。

な
ぜ
日
本
に
？

　

日
本
の
歴
史
や
文
化
に
興

味
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
姫

路
の
大
学
に
入
学
し
た
の
は
、

日
本
の
人
々
や
文
化
に
身
近

に
ふ
れ
る
た
め
に
は
、
東
京
で

は
な
く
、
地
方
で
暮
ら
し
て

み
た
かっ
た
か
ら
で
す
。

な
ぜ
龍
谷
大
学
に
？

　

私
は
日
本
、
中
で
も
京
都

が
大
好
き
で
、
京
都
の
大
学

で
と
考
え
、
私
が
研
究
し
た

い
こ
と
を
指
導
し
て
く
だ
さ

る
先
生
を
探
す
と
、
国
際
文

化
学
部
の
佐
野
東
生
先
生
だ

っ
た
の
で
す
。
先
生
は
ハ
ー

バ
ー
ド
大
出
身
で
、
中
東
の

近
現
代
史
の
研
究
者
で
す
。

修
士
論
文
の
テ
ー
マ
は
、「
非

欧
米
世
界
に
お
け
る
ネ
イ
シ

ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
＝
ク
ウ
ェ

ー
ト
の
事
例
を
中
心
と
し

て
」
で
し
た
。

　

ク
ウ
ェ
ー
ト
を
含
め
た
中

東
諸
国
が
、
ど
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
成
立
し
て
い
っ
た

か
と
い
う
内
容
で
す
。

　

龍
谷
大
学
時
代
は
山
科
に

い
ま
し
た
。
帰
国
後
も
、
２

年
に
１
回
ほ
ど
日
本
を
訪
れ

て
い
ま
し
た
。
京
都
、
そ
し

て
和
食
が
大
好
き
で
す
。
龍

大
の
学
生
食
堂
の
親
子
ど
ん

ぶ
り
の
味
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん(

笑
）。

ク
ウ
ェ
ー
ト
は
ど
ん
な
国
？

　

ク
ウ
ェ
ー
ト
は
ア
ラ
ビ
ア

半
島
に
位
置
す
る
小
さ
な
国

で
、
ま
ず
海
が
き
れ
い
。
ハ

タ
や
マ
ナ
ガ
ツ
オ
と
い
っ
た

魚
も
お
い
し
い
で
す
よ
。
日

本
で
み
ら
れ
な
い
巨
大
な
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と
共

に
、
伝
統
的
な
古
民
家
群
も

ク
ウ
ェ
ー
ト
の
高
層
ビ
ル
群

素
敵
で
す
。

　

季
節
は
主
に
夏
と
冬
が
中

心
で
、
冬
は
零
度
に
も
な
り

ま
す
。
旅
行
の
お
す
す
め

は
、
９
月
か
ら
翌
年
の
３
月

ま
で
。
も
ち
ろ
ん
和
食
レ
ス

ト
ラ
ン
も
あ
り
ま
す
。

　

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、
ぜ

ひ
一
度
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

宮
田
氏
著
書

）
に
殺
虫
剤
に
使
わ
れ
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龍谷大学校友会
115周年記念事業
龍谷ミュージアム
無料ご優待券
期日：2017年3月31日（金）
まで（お一人様１回限り
同伴者1名含め無料で
入館いただけます）

校友からの便り

大
好
き
な
分
野
で
仕
事
が
で
き
る

幸
せ
と
、
今
も
続
く
大
学
と
の

ご
縁
に
感
謝
し
な
が
ら

マ
イ
ク
を
握
っ
て
い
ま
す

フリーアナウンサー

稲
い な

野
の

一
か ず

美
み

さん
97年大学院文学研究科
修士課程国史学専攻修了

　

大
学
院
文
学
研
究
科
修

士
課
程
国
史
学
専
攻
を
修
了

し
、
現
在
は
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
番
組
出
演
や
司
会
の
傍

ら
、
週
末
は
サ
ー
キ
ッ
ト
で
場

内
実
況
。
特
に
レ
ー
シ
ン
グ
カ

ー
ト
で
は
、
全
日
本
選
手
権

な
ど
国
内
の
主
要
大
会
を
は

じ
め
、
国
際
レ
ー
ス
も
担
当

し
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ー
カ
ー
ト
と
い
っ
て
も
、

レ
ー
ス
用
は
最
高
時
速
140
キ

ロ
以
上
の
も
の
も
あ
り
、
体

感
ス
ピ
ー
ド
は
そ
の
数
倍
。

ラ
ジ
オ
の
取
材
・
試
乗
を
き
っ

か
け
に
、
魅
力
に
は
ま
って
し

ま
い
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
で
は
、
接
触
ま
で
数

セ
ン
チ
と
い
う
限
界
領
域
で
バ

ト
ル
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
ま

さ
に
大
迫
力
！
め
ま
ぐ
る
し

く
変
わ
る
戦
況
を
先
読
み
し

な
が
ら
、
こ
こ
ぞ
！
と
い
う
瞬

間
を
逃
さ
ず
、
観
客
や
関
係

者
と
一
緒
に
盛
り
上
が
っ
て
い

け
る
よ
う
な
「
愛
あ
る
実
況
」

を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

5
歳
か
ら
70
歳
代
ま
で

幅
広
い
愛
好
家
が
い
ま
す
が
、

Ｆ
１
を
頂
点
と
し
た
レ
ー
サ

ー
の
登
竜
門
で
も
あ
り
、
小

林
可
夢
偉
選
手
ら
も

最
初
は
こ
こ
か
ら
。

若
手
の
成
長
も
楽
し

み
で
す
。
参
戦
す
る

全
て
の
「
ヒ
ー
ロ
ー
」

た
ち
を
、
マ
イ
ク
を

通
し
て
応
援
で
き
る

の
が
嬉
し
く
て
、
難

し
く
も
や
り
甲
斐
が

あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
最
近
は

京
都
ツ
ア
ー
の
ゲ
ス
ト

ガ
イ
ド
に
呼
ん
で
い

た
だ
く
よ
う
に
。
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
載
って
い
な
い

歴
史
の
面
白
さ
を
伝
え
、
お

客
様
の
驚
き
や
喜
び
を
感
じ

ら
れ
た
と
き
は
最
高
。
レ
ー

ス
・
歴
史
共
に
、
大
好
き
な

分
野
で
お
仕
事
が
で
き
て
幸

せ
で
す
。

　

龍
大
で
は
、
卒
業
式
や
校

友
会
、
親
和
会
行
事
等
で
司

会
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
母
校
の
お
手
伝
い
が

で
き
る
の
は
光
栄
な
こ
と
。

大
学
も
先
輩
方
も
、
卒
業
生

を
大
事
に
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

夢
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
様
々
な
晴
れ
舞
台
か
ら

パ
ワ
ー
を
頂
き
、
ご
縁
に
感

謝
し
な
が
ら
、
マ
イ
ク
を
握
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　あらゆる生命の根源・水。地域や時代を超えて、人々は水を敬い、畏
れ、さまざまな願いを捧げてきました。とりわけ、四方を海に囲まれ、かつ水源

が豊かな日本では、仏教や神道の思想・儀礼が深く関わり合い、水にまつわる多
くのほとけや神が信仰されました。たとえば竹

ちくぶじま

生島（滋賀県）や江
えのしま

島（神奈川県）など
「水の聖地」の女神とされる『弁才天』や海運の神『住

すみよし

吉明
みょうじん

神』、雨乞い祈
き と う

禱の本
尊となった『龍王』はその好例といえるでしょう。また近世においては、国内各地の水
辺の名所を描いた華麗な屛

びょうぶ

風絵が人々の目を楽しませました。
　本特別展では、水に込められた願いや祈りを表した、絵画・彫刻・典籍などの
名品を通して日本人が育んできた豊かな水の精神性を紹介します。浄

きよ

らかな水が
生んだ神秘のかたち─その造形美を心ゆくまでお楽しみください。

■会期：2016年4月9日（土）～ 5月29日（日）
　 ※休館日=月曜日（ただし5/2は開館）
■開館時間：10：00 ～ 17：00
　　　　 ※4/15・4/29・5/13・5/27は19：30まで
　　　　 ※入館は閉館30分前まで
■入館料：一般 1,200（1,000）円
　　　　  高大生 800（600）円
　　　　  小中生 400（300）円
　　※（　）内は前売り・20名以上の団体料金
■主　催：龍谷大学 龍谷ミュージアム 
　　　　  朝日新聞社
■問い合わせ：龍谷ミュージアム
　TEL：075-351-2500   FAX：075-351-2577
　http://museum.ryukoku.ac.jp/

水  神秘のかたち

※開館スケジュールなどの詳細は
　龍谷ミュージアムHPでご確認ください

平常展
「仏教の思想と文化
インドから日本へ」
２０１６年6月25日（土）～8月21日（日）

次回予告

龍谷大学校友会女子会『龍Ron小町』 楽しく活動していきます楽しく活動しています
ロ ン  ロ ン

愛知県支部設立10周年に合わせて
第１回総会を「愛知県」で開催しました

山口県支部 松竹歌舞伎鑑賞会を開催

京都市支部 匂い袋作り体験

各支部の「龍Ron小町」の活動のご紹介などをいたします。

　2014 年 5月に誕生した「龍Ron小町」。
愛知県支部にご協力いただき、初めての総会を行いました。
緒方会長のご挨拶に始まり、事業報告、事業計画が発表されました。
　各テーブルには、名古屋発祥の駄菓子をたくさん！お土産には名古屋名物「生
せんべい」をいただき、美味しいお弁当や市内観光の手作り地図、オスス メのお
土産情報まで、盛りだくさんでした。

　山口県支部女子会初めての企画「松竹大歌舞伎＆ランチ親睦
会」。ランチ親睦会では、美味しいイタリアンに舌鼓をうちながら、
姉妹・親子でご参加くださった皆様と和やかな雰囲気で女子トーク。
　2年前の「女子会立上げ」の会報記事は、当時女子会参加
者０名の山口県支部にとって、心惹かれるものでした。でも今は
違います。今後はますます魅力的な企画をご提案し、龍Ron 小
町山口県支部を盛り立てていきたいと思います。

　香老舗「松榮堂」のご協
力の元、匂い香作りを開催！
　約 30名の方が参加してく
ださいました。お香の歴史を
学び、たくさんある匂いの中
から自分好みに調合し、かわ
いい巾着袋に入れて完成しま
した。

レース実況中

辰巳 寛氏（69年文卒）「日本画展」開催
伝統の美  辰巳 寛が描く女歌の流れ
開催日時：2016年 3月12日（土）～5月8日（日）
　　　　　　　10:00～ 17:30 （入館は17:00まで）
開催場所 : 奈良県立万葉文化館 日本画展示室　 TEL:0744-54-1850
休日/休館 : 月曜日（祝日の場合は翌日）
本展では、「舞妓」を主題とした作品を中心に辰巳寛の描く煌びやかな日本画
の世界を紹介します。
大人600円　高･大学生500円　小･中学生300円

皆さん着物姿で

坪庭からの風が
気持ちいい季節に

お香づくり

2015年10月17日（土）・龍谷大学深草町家キャンパス

2015年11月22日（日）・ルネッサンスながと

北カリフォルニア支部　女子会ヨガ　日程：2016年6月5日（日）
第2回総会は「全国校友大会in広島」に合わせて、広島で開催予定です。
日程：2016年10月22日（土）
有名寺院の特別拝観、写経・座禅体験 etc...
好評につき、ミュージカル観劇、お香作りも企画予定です。
詳細は校友会ホームページにてお知らせします。

今後の予定

春季特別展

友人、ご家族、お子様と　
一緒にライオンキングを　

楽しみました。

劇団四季ミュージカル
「ライオンキング」鑑賞会
2016年1月31日（日）
大阪四季劇場 

※校友特典として左角の「無料ご優待券」を切り取
り、受付カウンターにお渡し下さい。2017年3
月31日（金）迄に開催の展覧会がお一人様一回に
限り無料で入館できます。（同伴者1名まで）



Ryukoku University Alumni News No.822016（平成28）年3月25日 第82号（6）

　

経
営
学
部
同
窓
会
は
、
創

設
45
周
年
記
念
事
業
と
し
て

３
つ
の
記
念
ツ
ア
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

15
年
９
月
20
日
か
ら
２
泊

３
日
で
開
催
し
た
東
京
鎌
倉

ツ
ア
ー
の
懇
親
会
で
は
、
校

友
会
東
京
支
部
長
の
緒
方

静
子
様
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
戴

し
、
ま
た
ツ
ア
ー
参
加
者
に

は
楽
し
い
話
題
を
提
供
し
て

い
た
だ
き
、
和
ん
だ
雰
囲
気

の
会
に
な
り
ま
し
た
。

各学部同窓会からのお知らせ

2016年上半期校友会スケジュール（予定）

（単位：千円）
資産の部 負債の部

 大学預託金 362,095  予納金（'15 年度前受金） 54,070
      預託現金（普通預金） 92,429
      定期預金 269,666

小　計 54,070
積立金・剰余金の部

 特別事業積立金 76,034
 事業拡大積立金 105,257
 施設設備拡充積立金 54,052
 危機管理積立金 34,323

 繰越金 38,359
小　計 308,025

合　計 362,095 合　計 362,095

（単位：千円）
款 項 科　　　目 決算額

Ⅰ．収入の部
１ 会　　　費 181,150
２ 寄　付　金 30
３ 広告料収入 0
４ 提携カード収入 147
５ 雑　収　入 49
６ その他の収入 274

当年度収入合計 (A) 181,650
前年度繰越金 58,680
収入合計（B) 240,330
Ⅱ．支出の部

１ 事　　業　　費 140,415
２ 運　　営　　費 35,768
３ 施 設 設 備 費 1,000
４ 新同窓会預り金 0
５ 積　　立　　金 20,050
６ 予    備    費 4,738

当年度支出合計（C） 201,971
当年度収支差額（A）－（C） △ 20,321
次年度繰越金（B）－（C） 38,359

　

経
営
学
部
同
窓
会
は
、
経
営
学
部
同
窓
生

及
び
経
営
学
部
の
現
役
学
生
を
対
象
と
し
た

税
理
士
講
座（
簿
記
論・財
務
諸
表
論
）を
開

始
し
ま
す
。

　

実
験
的
に
２
０
１
５
年
度
は
、
経
営
学
部

在
学
生
向
け
の
講
座
を
開
始
し
て
お
り
、
16

年
度
は
、
こ
れ
を
卒
業
生
に
も
開
放
い
た
し

ま
す
。

　

こ
の
講
座
開
設
は
、
龍
谷
大
学
経
営
学
部

卒
業
生
の
龍
谷
大
学
へ
の
帰
属
意
識
向
上
を

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

龍
谷
大
学
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
に
職
業

会
計
人
（
公
認
会
計
士
・
税
理
士
）
合
格
者

数
が
、
関
西
の
主
要
な
私
立
大
学
の
中
で
極

め
て
少
な
く
、
そ
の
大
き
な
要
因
の一つ
と
し

て
、
組
織
的
に
志
望
者
を
支
援
す
る
仕
組
み

が
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
格

安
な
講
座
を

卒
業
生
、
並

び
に
現
役
学

生
に
提
供
す

る
こ
と
に
よ
っ

て
合
格
者
数

を
増
や
し
、
も

っ
て
龍
谷
大

学
の
価
値
と
、

卒
業
生
の
帰

属
意
識
を
高

め
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

税
理
士
講
座
の
カ
リ
キ
ュラ

ム
は
、
ネ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
株
式

会
社
の
「
税
理
士W

eb

講

座
」
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

お
お
む
ね
２
週
間
に
１
度
の

深
草
学
舎
で
の
生
講
義
に
お

け
る
演
習
問
題
の
実
施
（
ネ

ッ
ト
ス
ク
ー
ル
㈱
よ
り
講
師

派
遣
）
等
、
専
門
学
校
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
と
一
線
を
画
す
内

容
と
な
って
お
り
、
こ
れ
を
原

則
と
し
て
教
材
費
用
の
み
で

提
供
す
る
こ
と
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

　

16
年
度
の
講
座
は
、
本
年

の
10
月
に
開
始
を
見
込
ん
で

お
り
、
17
年
の
税
理
士
試

験
（
簿
記
論
・
財
務
諸
表

論
）
を
合
格
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

経済学部同窓会
○定期総会
　日時：2016年5月14日（土）
　　　    15時～
　場所：深草キャンパス

法学部同窓会
○心の講座
　日時：2016年 9月 24日（土）12時開場、13時開講
　場所：龍谷大学響都ホール　校友会館
　※参加費無料 
　※講師には法学部卒業生の竹下義樹氏
○リユニオン
　日時：2016年 11月 6日（日）、場所：未定
○総会
　日時：2017年 3月 16日（木）、場所：未定

政策学部同窓会
○定期総会
　日時：2016年 8月
　場所：未定

国際文化学部同窓会
○校友会女子会「龍 Ron 小町」
　　　　　　　　　　   × 龍谷ミュージアムコラボ企画
　特別展示『子どもの目にうつる仏教世界』ツアー
　春のお弁当・香老舗松榮堂「匂い袋づくり」体験を開催
　しました。
　日時：2016年 3月 25日（金）
　場所：龍谷ミュージアム
○総会、卒業生・恩師のつどい
　日時：2016年 11月 5日（土）
　場所：深草キャンパス
　※8月頃にご案内をお送りします。最新情報は、
　　国際文化学部同窓会HP、Facebookでご確認ください。

　

な
お
、
本
講
座
は
簿
記
論・

財
務
諸
表
論
を
一
体
的
に
学

習
す
る
こ
と
が
特
徴
と
な
って

お
り
ま
す
。
近
年
、Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ

（
国
際
会
計
基
準
）
等
の
影

響
に
よ
り
、財
務
諸
表
論
（
会

計
学
）
を
理
解
し
て
い
な
け

れ
ば
、
簿
記
論
問
題
を
解
く

こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い

る
た
め
で
す
。

　

募
集
に
つい
て
は
、
16
年
８

月
頃
よ
り
、
龍
谷
大
学
経
営

学
部
同
窓
会
HP
に
て
開
始
す

る
予
定
で
す
。

　

本
講
座
は
、
15
年
度
よ
り

５
カ
年
計
画
で
実
施
い
た
し

ま
す
。
15
年
度
の
募
集
要
項

は
経
営
学
部
同
窓
会
の
HP
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。
な
お
、

16
年
度
の
講
座
受
講
料
は
改

訂
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
会
長　

大
西
耕
太
郎
）

２０１４年度　貸借対照表
（2015 年３月 31日現在）

２０１４年度　龍谷大学校友会決算
自 2014 年４月１日   　至 2015 年３月３１日

日　程 区　分 イベント内容 場所
4月1日（金） 大学・大学院・短大 入学式（文・済・営・法・政・国・各研究科・短大） 深草キャンパス
4月2日（土） 大学・大学院 入学式（理工・社・農） 瀬田キャンパス
4月2日（土） 大阪・北大阪支部 花見会 吹田市・万博記念公園
4月8日（金） 大学・校友会本部 新入生ふるさとタイム 深草キャンパス
4月10日（日） 石川県支部 観桜会 金沢市・兼六園沈床園
4月23日（土） 校友会・京都市支部 龍谷大学「心の講座」　講師（第一講）辰巳　寛氏　（第二講）池坊　専好氏 京都市・龍谷大学響都ホール　校友会館

5月 京都市支部 総会 未定
5月5日（木） ハワイ支部 パシフィック　ブディスト ホノルル市・本派本願寺ハワイ別院
5月13日（金） 寝屋川市役所支部（紫友会） 総会 未定
5月14日（土） 大阪・中央支部 総会・講演会・懇親会 大阪市・本願寺津村別院（北御堂）津村ホール
5月21日（土） 校友会本部 校友会賞授与式 深草キャンパス　顕真館
5月21日（土） 大学 創立記念降誕会 深草キャンパス
5月21日（土） 和歌山県・海南有田支部 総会・講演会・懇親会 湯浅町・かどや食堂
5月22日（日） 三重県支部 総会・懇親会 津市・未定
5月22日（日） 北カリフォルニア支部 降誕会 バークレー・浄土真宗センター
5月28日（土） 校友会・京都市支部 龍谷大学「心の講座」　講師（第一講）西山　明彦師　（第二講）井沢　元彦氏 京都市・龍谷大学響都ホール　校友会館
5月28日（土） 神奈川県支部 総会・講演会・懇親会 横浜市・未定
5月29日（日） 東京支部 総会・講演会・懇親会 東京都・築地本願寺
5月29日（日) 大阪・北大阪支部 総会・講演会・懇親会 茨木市・茨木市役所南館

5月下旬 北海道支部 総会・懇親会 北海道・未定
6月 兵庫県・丹篠支部 総会・懇親会 未定
6月 香川県支部 総会・講演会・懇親会 琴平町・湯元こんぴら温泉華の湯　紅梅亭

6月4日（土） 高知県支部 総会・懇親会 高知市・高知サンライズホテル
6月5日（日） 愛知県支部 総会・講演会・懇親会 名古屋市・ウインクあいち
6月5日（日） パナソニックグループ支部（紫松会） 阪神タイガース試合観戦（阪神 vs西武）・懇親会 西宮市・阪神甲子園球場
6月13日（月） ハワイ支部 親睦ゴルフ リエフ市・ワイルアゴルフコース

6月中旬 大分県支部 総会・懇親会 未定
6月17日（金） 南カリフォルニア支部 ランチと懇親会 ロングビーチ・Queen Mary 号の船上
6月18日（土） 広島県支部 総会・講演会・懇親会 広島市・アークホテル広島
6月18日（土） 鳥取県支部 総会・講演会・懇親会 鳥取市・文化会館
6月20日（月） 北カリフォルニア支部 北カリフォルニア支部女子会「龍Ron小町」女子会ヨガ バークレー・浄土真宗センター
6月25日（土) 校友会・京都市支部 龍谷大学「心の講座」　講師（第一講）吉田実盛師　（第二講）天台声明（実演） 京都市・龍谷大学響都ホール　校友会館
6月26日（日) 大阪・枚方支部 総会 未定

7月 兵庫県・神明支部 総会・懇親会 未定
7月 鹿児島県支部 総会・懇親会（予定） 未定

7月2日（土） 山口県支部 総会・講演会・懇親会 岩国市・国際観光ホテル
7月2日（土） 職業会計人グループ（RAS) 総会・研修会・講演会・業務別説明会・懇親会 京都市・深草キャンパス
7月9日（土） ぎんなん会 総会・研究会 京都市・深草キャンパス
7月9日（土） 岐阜県支部 総会・懇親会 岐阜市・グランヴェール岐山
7月17日（日） 岡山県支部 総会・講演会・懇親会 岡山市・ホテルメルパルク岡山
7月23日（土） 校友会本部・京都市支部 龍谷大学「心の講座」　講師（第一講）玉木　興慈氏　（第二講）山折　哲雄氏 京都市・龍谷大学響都ホール　校友会館
7月23日（土） 石川県支部 新卒生歓迎会 金沢市・アパホテル金沢駅

7月30日（土）・31日（日） 大阪・北大阪支部 茨木フェスティバル（出店） 茨木市・茨木市市民グランド
8月 南カリフォルニア支部 大リーグ観戦 ロサンゼルス・ドジャーズ球場

8月14日（日） 大阪・中央支部 キッズサンガ（子供の工作教室） 大阪市・本願寺津村別院（北御堂）
8月中旬 北海道支部 北海道日本ハムファイターズ試合観戦・懇親会 札幌市・札幌ドーム

8月21日（日） 学校園教員支部（教龍会） 総会・実践交流会・懇親会 京都市・深草キャンパス
8月26日（金） 熊本県支部 総会・講演会・懇親会 熊本市・熊本ホテルキャッスル

9月 和歌山県・海南有田支部 林家染二落語会 和歌山県・校友のお寺
9月3日（土） 愛媛県支部 総会・懇親会 松山市・光月亭
9月17日（土） 石川県支部 総会・懇親会 金沢市・金沢都ホテル
9月24日（土） 校友会・京都市支部・法学部同窓会 龍谷大学「心の講座」　講師（第一講）竹下　義樹氏　（第二講）ひろ　さちや氏 京都市・龍谷大学響都ホール　校友会館
9月24日（土） 兵庫県・姫路支部 総会・講演会・懇親会 姫路市・姫路キャッスルグランヴィリオホテル

10月 尼崎市役所支部（龍翔会） 尼崎市市制100周年記念事業 尼崎市・未定
10月15日（土） 校友会本部・京都市支部 龍谷大学「心の講座」　講師（第一講）高田　文英氏　（第二講）夢枕　獏氏 京都市・龍谷大学響都ホール　校友会館
10月15日（土） 大阪・中央支部 本町音楽祭（クラシック・ジャズ・他） 大阪市・本願寺津村別院（北御堂）津村ホール
10月15日（土） 南カリフォルニア支部 物故会員追悼法要 ガーデナ市・ガーデナ仏教会
10月15日（土） 法曹支部 総会・懇親会 京都市・深草キャンパス
10月22日（土） 校友会本部 全国支部長会 広島市・未定
10月23日（日） 校友会本部・広島県支部 龍谷大学「心の講座」in 広島 広島市・広島別院
10月23日（日） 校友会本部 全国校友大会 in 広島 広島市・未定
10月30日（日） 校友会本部 ホームカミングデー 瀬田キャンパス

　

15
年
11
月
14
日
（
土
）
の

奈
良
薬
師
寺
ツ
ア
ー
で
は
、

村
上
太
胤
校
友
会
会
長
の
法

話
か
ら
は
じ
ま
り
、
薬
師
寺

境
内
の
見
学
へ
と
大
変
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
奈
良

ホ
テ
ル
で
の
懇
親
会
で
は
ツ
ア

ー
参
加
者
同
士
が
一
体
と
な

り
、
笑
い
の
絶
え
な
い
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

15
年
11
月
21
日
（
土
）
の

京
都
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア

ー
で
は
、
新
し
く
な
っ
た
図

書
館
・
和
顔
館
や
町
家
キ
ャ

ン
パ
ス
の
見
学
と
茶
道
部
に

よ
る
お
茶
席
を
体
験
。
小
学

生
の
参
加
も
あ
り
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
雰
囲
気
の
ツ
ア
ー
と

な
り
ま
し
た
。

　

各
ツ
ア
ー
参
加
者
か
ら

は
、「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」

「
楽
し
か
っ
た
」「
素
晴
ら
し

い
交
流
が
出
来
た
」
な
ど
の

意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
同

窓
会
と
し
て
は
、
ほ
っ
と
安

堵
の
胸
を
な
で
お
ろ
し
て
い

ま
す
。　
　
　
（
小
濱
聖
明
）

税
理
士
講
座
開
催
の
お
知
ら
せ

卒
業
生
に
も
開
放

創
設
45
周
年
記
念
事
業
の
報
告

経営学部同窓会
○定例総会
　日時：2016年 5月 28日（土）15時～
　場所：深草キャンパス
○税理士講座（下記ご参照ください）
○龍谷大学校友音楽祭
　日時：2016年 11月 13日（日）
　場所：龍谷大学響都ホール　校友会館
　出演サークル（卒業生）：
　吹奏楽部OB会、軽音楽部OB会、黄色いトマトOB会他

　経
営
学
部
同
窓
会

深草における生講義

〈 文学部 〉
大取　一馬　教授
小島　　勝　教授
高田　信良　教授
藤谷　聖和　教授
谷本　光男　教授
〈 経済学部 〉
東　　隆暢　教授
増田　啓子　教授
庄司　　功　教授
〈 経営学部 〉
大西　　謙　教授
西川　清之　教授
三谷　　進　教授
守屋　晴雄　教授
〈 法学部 〉
窪田　通雄　教授
西倉　一喜　教授
〈 理工学部 〉
河嶋　壽一　教授
竺　　文彦　教授
中村　奉夫　教授
松本和一郎　教授

今春退職される先生方　2016年 3月 31日
〈 社会学部 〉
亀山　佳明　教授
原田　　達　教授
〈 国際文化学部 〉
ウルフ スティーブン　教授
〈 政策学部 〉
中村剛治郎　教授
矢作　　弘　教授
〈 法務研究科 〉
兒玉　　寛　教授
萩屋　昌志　教授

━━━━━  訃 報  ━━━━━

ポーリン ケント　国際学部教授
2015 年 6 月30日

中山　薫二　法学部教授
2015 年 8 月4日

山邊　朗子　社会学部教授
2015 年 11 月25日

奈
良
ホ
テ
ル
に
て
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16
年
２
月
６
日
（
土
）、

深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
記

念
講
演
会
と
懇
親
会
を
開

催
。

　

矯
正
保
護
に
関
わ
る
講

師
、
龍
谷
大
学
の
教
員
や
元

教
授
ら
８
名
が
講
演
。
約
60

名
の
会
員
が
参
加
し
た
。

和
歌
山
県
・
海
南
有
田
支
部

奈
良
県
支
部

「
心
の
講
座
」聴
講
と

京
都
散
策 

　

15
年
11
月
13
日
、
和
歌
山

県
・
海
南
有
田
支
部
で
は
、

龍
谷
大
学
校
友
会
館
で
「
心

の
講
座
」
を
聴
講
後
、
西
本

願
寺
の
拝
観
と
龍
谷
ミュー
ジ

ア
ム
の
観
賞
、
世
界
遺
産
仁

和
寺
を
拝
観
し
ま
し
た
。

　

参
加
会
員
は
31
名
で
、
昨

年
に
続
き
２
回
目
の
実
施
で

す
。

　
「
心
の
講
座
」
で
は
、
水

口
一
夫
氏
の
歌
舞
伎
の
裏
話

や
、
片
岡
愛
之
助
氏
の
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
、
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
で
は
世
界
遺
産
ア
ン
コ

ー
ル
ワ
ッ
ト
の
観
賞
、
仁
和

寺
で
は
御
室
派
生
け
花
と
皇

室
ゆ
か
り
の
国
宝
、
重
要
文

化
財
の
拝
観
、
等
々
ど
れ
も

こ
れ
も
初
め
て
聞
く
、
見
る

も
の
ば
か
り
で
、
感
動
の
一

日
で
し
た
。

（
支
部
長　

山
西
寛
）

「
白
鳳
」
展
へ

　

15
年
９
月
５
日
、
奈
良
博

物
館
の
「
白
鳳
」
展
に
約
100

名
が
参
加
。
村
上
太
胤
校
友

会
長
も
参
加
し
、
月
光
菩
薩

の
前
で
読
経
さ
れ
た
。
薬
師

寺
三
尊
の
大
き
さ
、
見
事
さ

が
印
象
的
。
展
示
を
楽
し
ん

だ
後
、
内
藤
栄
学
芸
部
長
か

ら
、「
白
鳳
」
と
い
う
時
代

の
こ
と
や
、
薬
師
寺
の
本
尊

三
体
は
い
つ
の
時
代
の
仏
様

か
の
お
話
を
伺
っ
た
。

　

法
曹
支
部
・
職
業
会
計
人

会
グ
ル
ー
プ
支
部
の
呼
び
か

け
で
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・

端
艇
部
創
部

120
周
年
記
念
式
典
を
開
催

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
Ｏ
B
会

50
周
年
の
記
念
式
典
開
催

バ
ト
ン
・
チ
ア
S
P
I
R
I
T
S

40
周
年
記
念
事
業
を
開
催

士
業
名
刺
交
換
会
を
開
催デ

ー
の
日
（
11
月
１
日
）
に

お
い
て
、
龍
谷
大
学
卒
業
者

の
弁
護
士
（
司
法
試
験
合
格

者
）・
公
認
会
計
士
・
税
理
士
・

司
法
書
士
・
社
会
保
険
労
務

士
・
行
政
書
士
等
の
国
家
資

格
所
有
者
の
、
名
刺
交
換
会

を
開
催
し
た
。

　

前
号
の
校
友
会
報
で
し
か

広
報
し
て
い
な
い
に
も
関
わ

ら
ず
、
合
計
43
名
の
参
加
が

あ
り
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た

名
刺
交
換
会
と
な
っ
た
。

　

名
刺
交
換
会
の
後
に
意
見

交
換
会
が
有
意
義
に
行
わ

れ
、
今
後
の
仕
事
に
お
い
て

少
し
で
も
役
立
て
れ
ば
と
思

っ
て
い
る
。

　

本
学
体
育
局
で
最
も
長
い

歴
史
を
も
つ
端
艇
部
が
、
11

月
22
日
（
日
）
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ヴ
ィ
ア
京
都
に
て
創
部
120

周
年
の
祝
賀
会
を
お
こ
な
っ

た
。
ボ
ー
ト
関
係
者
や
卒
業

生
な
ど
約
230
名
近
い
参
加
の

も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

祝
賀
会
に
先
立
ち
、「
龍

大
端
艇
部
と
大
谷
探
検
隊
」

と
題
し
て
文
学
部
の
入
澤
崇

　

昨
年
の
11
月
21
日
（
土
）

深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
22
号
館
地

下
２
階
に
お
い
て
男
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部
50
周
年
記
念
式

典
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

大
学
か
ら
は
藤
原
直
仁
副

学
長
、
大
石
洋
史
学
生
部
事

務
部
長
に
お
越
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
冒
頭
、
男
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部
長
を
兼
務
す
る

藤
原
直
仁
副
学
長
よ

り
歴
代
の
指
導
者
の

お
話
が
あ
り
、
続
い

て
石
田
昇
（
73
年
経

済
卒
）
Ｏ
Ｂ
会
長
よ

り
、
50
周
年
に
あ
た

っ
て
の
感
慨
深
い
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー

で
は
、
吉
田
真
士

（
07
年
経
済
卒
）
男

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

監
督
よ
り
、
秋
季
リ

ー
グ
戦
２
回
目
の
優

勝
と
関
西
イ
ン
カ
レ

優
勝
の
報
告
が
あ

り
、
そ
の
後
Ｏ
Ｂ
会

か
ら
団
旗
（
写
真
）

の
贈
呈
を
行
い
ま
し

た
。

　

続
い
て
松
田
浩
一
（
74
年

法
卒
）
Ｏ
Ｂ
会
副
会
長
よ

り
、
体
育
館
が
竣
工
し
た
と

き
や
、
河
合
孝
信
（
81
年
法

卒
）
Ｏ
Ｂ
か
ら
は
、
卒
業
以

来
の
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
の
変

貌
ぶ
り
へ
の
驚
き
、
小
野
田

博
昭
（
98
年
経
済
卒
）
Ｏ
Ｂ

か
ら
は
、
強
く
な
っ
て
い
っ

た
時
代
の
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

現
在
、
河
合
孝
信
Ｏ
Ｂ
は

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
強

豪
片
桐
Ｖ
Ｂ
Ｃ
（
全
国
優
勝

２
回
）
の
監
督
を
務
め
て
お

り
、
今
年
そ
の
教
え
子
２
名

（
藤
川
和
己
、木
村
太
紀
）が
、

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
入

部
し
た
旨
を
報
告
い
た
だ
き

ま
し
た
。
祝
賀
会
の
締
め
く

く
り
で
は
、
現
役
選
手
26
名

全
員
の
自
己
紹
介
の
の
ち
、

全
日
本
イ
ン
カ
レ
で
の
活
躍

を
誓
い
、
最
後
は
出
席
者
全

員
で
「
逍
遥
の
歌
」
を
歌
い

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
事
務
局
・
松
本
稔
）

　
バ
ト
ン・
チ
ア
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｓ

が
、
創
立
40
周
年
を
迎
え
、

15
年
９
月
27
日
（
日
）
に
記

念
祝
賀
会
、10
月
18
日
（
日
）

に
記
念
公
演
を
開
催
し
た
。

　

祝
賀
会
に
は
、
池
田
勉
副

学
長
、
村
上
太
胤
校
友
会

長
、
長
上
深
雪
学
生
部
長
ら

大
学
関
係
者
は
じ
め
、
約
100

人
が
出
席
。
卒
業
生
は
、
北

は
北
海
道
か
ら
南
は
鹿
児
島

ま
で
、
遠
方
か
ら
も
集
ま
っ

た
。
創
立
の
際
に
、
サ
ポ
ー

ト
し
た
当
時
の
学
生
部
職
員

や
、
吹
奏
楽
Ｏ
Ｂ
と
も
昔
話

に
花
が
咲
き
、
大
変
な
ご
や

か
な
ひ
と
と
き
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
京
都
市
呉
竹
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
記

念
公
演
で
は
、
現
役
部
員
・

卒
業
生
・
吹
奏
学
部
に
よ
る

40
周
年
記
念
ス
テ
ー
ジ
を
披

露
。
往
年
の
吹
奏
楽
メ
ド
レ

ー
に
乗
せ
て
、
卒
業
し
て
10

年
目
か
ら
社
会
人
１
年
目
ま

で
、
20
名
の
卒
業
生
と
部
員

25
名
の
共
演
は
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。

　
「
バ
ト
ン
部
」
と
し
て
活

動
を
始
め
て
40
年
、
多
く
の

方
々
か
ら
ご
支
援
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
、
関
係
者
は

あ
ら
た
め
て
感
謝
す
る
と
共

に
、50
周
年
に
向
け
て
Ｏ
Ｇ
・

部
員
一
丸
と
な
る
こ
と
を
誓

っ
た
。

記
念
公
演
で
の
現
役
学
生
と
卒
業

生
の
合
同
ス
テ
ー
ジ

一
度
に
収
ま
ら
ず
平
成
と
昭
和

に
分
か
れ
て
記
念
撮
影

（
上
が
昭
和
卒
業
生
、
下
が
現
役

学
生
と
平
成
卒
業
生
）

記
念
祝
賀
会

　

16
年
１
月
９
日
（
土
）、

深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
創
部
90

周
年
記
念
祝
賀
会
を
開
催
し

た
。
当
日
は
、
カ
ネ
ボ
ウ
化

粧
品
陸
上
競
技
部
の
監
督
を

務
め
る
高
岡
寿
成
（
93
年
経

営
卒
）
を
は
じ
め
、
渕
瀬
真

寿
美
さ
ん（
09
年
経
済
卒・大

塚
製
薬
所
属
）ら
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
選
手
２
名
や
、
和
田
麻

希
さ
ん
（
09
年
経
済
卒
・
ミ

ズ
ノ
ト
ラ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
所
属
）

ら
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
を
走

っ
た
O
B
３
名
も
か
け
つ
け
、

O
B
・
O
G
40
名
、
学
生
80

名
の
総
勢
約
120
名
が
参
加
し

盛
大
な
会
と
な
っ
た
。

陸
上
競
技
部

創
部
90
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催

東
京
支
部

新
入
会
員
歓
迎
会
＆
校
友
年
賀
会

　

16
年
２
月
３
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

青
山
荘
に
て
藤
原
副
学
長
、

小
川
副
会
長
、
米
田
広
報
部

会
長
他
も
お
迎
え
し
て
約
40

名
で
楽
し
く
賑
や
か
な
年
賀

会
に
な
り
、
15
年
、
14
年
、

13
年
卒
の
若
い
校
友
も
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
大

阪
か
ら
参
加
の
吹
奏
楽
部
Ｏ

Ｂ
の
熊
谷
正
明（
83
年
文
卒
）

さ
ん
の
ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス

演
奏
で
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

抽
選
会
で
は
、
今
年
も
参

加
者
か
ら
多
く
の
協
賛
品
を

提
供
し
て
い
た
だ
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
参
加
く

だ
さ
い
ま
し
た
校
友
の
皆
様

に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

16
年
度
に
は
下
記
の
支
部

が
設
立
さ
れ
る
予
定
で
す
。

◇
佐
賀
県
支
部

◇
宮
崎
県
支
部

◇
福
岡
県
支
部

◇
福
岡
県
・
北
豊
支
部

宮
崎
県
、
福
岡
県
（
北
豊
支

部
以
外
）
に
お
住
ま
い
の
卒

業
生
の
皆
様
に
は
「
設
立
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
同

封
し
て
お
り
ま
す
。
ご
回
答

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※
各
支
部
の
設
立
に
関
し
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
校
友
会

事
務
局
ま
で

０
７
５

－６
４
５

－

２
０
１
５

矯
正
・
保
護
支
部

「
ぎ
ん
な
ん
会
」

40
周
年
記
念
事
業

を
開
催

  

支
部
設
立
情
報

教
授
に
よ
る
記
念
講
演
が
お

こ
な
わ
れ
、
歴
史
と
伝
統
を

あ
ら
た
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ

る
非
常
に
感
慨
深
い
内
容

で
、
参
加
し
た
皆
が
聞
き
入

っ
て
い
た
。   （
田
畑　

満
）

　

施
設
老
朽
化
に
伴
い
、
種
々
検
討
の
結
果
、
平
成
28
年

3
月
末
を
も
って
龍
湖
荘
の
利
用
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
長
き
に
亘
り
、
多
く
の
皆
様
方
に
ご
利
用
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

龍
湖
荘
利
用
終
了
の
お
知
ら
せ
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龍
Ｒ
ｏ
ｎ
が
聞
く

「
仏
教
に
学
ぶ
」

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が

な
ぜ
仏
教
を
？

　

94
年（
平
成
６
）に
文
学
部

卒
業
の
岡
西
大
吾
さ
ん
と
同

年
短
大
専
攻
科
を
卒
業
の
森

本
祐
世
さ
ん
。
本
格
的
な
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
の
お
店
だ
。

こ
の
ふ
た
り
、
卒
業
後
に
共

通
の
友
人
を
通
し
て
知
り
合

い
、
偶
然
お
客
さ
ん
と
し
て

訪
れ
た
バ
リ
バ
リ
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
入
る
ビ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
か

ら
頼
ま
れ
、
店
名
と
店
舗
の

み
を
引
き
継
い
で
５
代
目
と

し
て
今
に
至
る
。

　

元
々
ア
ジ
ア
好
き
だ
っ
た
そ

う
だ
が
、店
を
引
き
継
ぐ
際
、

４
代
目
の
経
営
者
は
す
で
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
帰
国
し
て
い

た
た
め
、
老
舗
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
料
理
店
の
知
り
合
い
に
相

談
、
料
理
を
教
え
て
も
ら
う

事
に
。
勉
強
を
し
な
が
ら
の

お
店
の
オ
ー
プ
ン
だ
っ
た
そ
う

だ
が
、
今
春
に
は
も
う
12
年

目
を
迎
え
る
。 

　

メ
ニュ
ー
は
本
場
の
家
庭
料

理
・
屋
台
の
味
。
こ
だ
わ
り

は
サ
ン
バ
ル
と
呼
ば
れ
る
手

作
り
の
辛
味
調
味
料
な
の
だ

が
、
こ
れ
が
ハ
ー
ブ
独
特
の

爽
や
か
さ
と
甘
さ
を
感
じ
た

後
に
、
辛
さ
が
追
い
か
け
て

来
る
中
々
の
複
雑
さ
。
し
か

し
意
外
に
も
使
用
す
る
食
材

は
日
本
と
共
通
す
る
物
が
多

く
、
ど
こ
か
懐
か
し
さ
が
漂

う
。

　

店
内
は
昔
の
テ
レ
ビ
番
組

の
主
題
歌
等
が
流
れ
、
そ
の

雰
囲
気
に
癒
さ
れ
る
と
好
評

だ
。
ま
た
不
定
期
で
ラ
イ
ブ

も
開
催
さ
れ
る
。

　

こ
れ
が
引
き
寄
せ
ら
れ
る

よ
う
に
始
め
た
５
代
目
の
今

の
姿
。
今
後
は
日
本
人
な
ら

で
は
の
目
線
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
面
白
さ
を
広
め
て
い
き
た

い
そ
う
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
留

学
生
は
も
ち
ろ
ん
日
本
人
も

足
し
げ
く
通
う
わ
か
り
や
す

い
場
所
。
南
座
の
は
す
向
か

い
の
古
都『
京
都
』の
目
抜
き

通
り
に
存
在
す
る
の
だ
。

仏
教
に
学
ぶ

元浄土真 宗本願寺派宗務総長
圓勝寺住職

橘　正信

橘　
正
信（
た
ち
ば
な・し
ょ
う
し
ん
）42

年
岐
阜
県
生
ま
れ
。70
年
に
龍
谷
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得

満
期
退
学
。そ
の
後
、浄
土
真
宗
本
願
寺

派
岐
阜
教
区・圓
勝
寺
の
住
職
と
し
て
法

務
に
た
ず
さ
わ
り
、97
年
に
同
派
の
宗
会

議
員
、05
年
に
同
派
の
総
務
、09
年
に
宗

務
総
長
、龍
谷
大
学
理
事
長
に
就
任
。現

在
、宗
会
議
員
と
龍
谷
大
学
理
事
。

編
集
後
記

留
学
生
も
初
め
て
の
人
も
。

集
う
人
が
ほ
っ
と
す
る

憩
い
の
場
で
あ
り
た
い
。

インドネシア料理

バリバリ
インドネシア

　

前
号
か
ら
「
校
友
会
報
」
と

「
広
報
誌
龍
谷
」
の
デ
ジ
タ
ル
配

信
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、
海
外

在
住
の
校
友
を
は
じ
め
、
多
く

の
卒
業
生
か
ら
好
評
を
博
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
今
年
か
ら
新

卒
者
に
は
卒
業
式
に
従
来
の
紙

媒
体
で「
校
友
会
報
」を
配
布
す

る
の
で
は
な
く
、
全
員
に
デ
ジ

タ
ル
で
配
信
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
６
日
の
全
国
校

友
大
会
に
は
、
の
べ
１
︐５
０
０

名
を
こ
え
る
卒
業
生
が
、
大
阪

で
集
い
ま
し
た
。

　

１
１
５
年
の
校
友
会
の
歴
史

の
中
で
、
か
つ
て
な
か
っ
た
こ

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
を
10
月
号
で

は
な
く
、
今
号
で
伝
え
る
た
め
、

す
で
に
最
終
校
正
も
終
わ
っ
て

い
ま
し
た
が
、
大
会
終
了
後
、

す
ぐ
に
編
集
作
業
し
て
、
印
刷

所
に
出
稿
す
る
と
い
う
タ
イ
ト

な
体
制
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、「
校
友
会
報
」
の

シ
リ
ー
ズ
「
海
外
で
活
躍
す
る

校
友
」
で
は
、
は
じ
め
て
留
学

生
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
し
た
。

　

今
、
龍
谷
大
学
で
は
５
０
０

名
を
こ
え
る
留
学
生
が
学
ん
で

い
ま
す
。
留
学
生
た
ち
は
卒

業
後
、
自
国
に
帰
っ
て
か
ら
ど

の
よ
う
な
活
躍
を
し
て
い
る
の

か
、
そ
の
一
人
が
今
回
、
紹
介

し
た
ク
ウ
ェ
ー
ト
国
外
交
官
の

ユ
セ
フ
さ
ん
で
す
。

　

現
在
、
校
友
会
に
は
３
つ
の

海
外
支
部
が
あ
り
ま
す
が
、
世

界
各
地
で
活
躍
す
る
校
友
の
数

は
正
確
に
は
把
握
で
き
て
い
ま

せ
ん
が
、
相
当
数
お
ら
れ
ま
す
。

そ
う
い
う
校
友
を
点
か
ら
線
に

結
び
つ
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
そ
の

中
心
に
校
友
会
が
存
在
す
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
デ
ジ
タ
ル

配
信
が
欠
か
せ
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。　
　
　
　

 　
（
米
田
）

　

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が

宗
教
、
中
で
も
仏
教
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
こ
と

は
、
何
冊
か
の
著
書
に
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
い 

く
つ
か
の
言
葉

を
紹
介
す
る
と
、「
宗
教

な
き
科
学
は
欠
陥
で
あ

り
、
科
学
な
き
宗
教
は
盲

目
で
あ
る
」「
生
き
る
意

味
は
な
に
か
、
そ
の
質
問

に
答
え
る
の
が
宗
教
で
あ

る
」「
仏
教
は
近
代
科
学

と
両
立
可
能
な
唯
一
の
宗

教
で
あ
る
」「
現
代
科
学

に
欠
け
て
い
る
も
の
を
埋

め
合
わ
せ
て
く
れ
る
宗
教

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
仏
教
で
あ
る
」

　

龍
谷
大
学
で
は
仏
教
系

大
震
災
の
東
北
で

　

平
成
23
年
（
２
０
１
１
）

３
月
11
日
、
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
の
総
長
だ
っ
た
私
は
、

西
本
願
寺
で
あ
る
会
議
に
出

席
し
て
お
り
ま
し
た
。
午
後

３
時
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
、
大

変
な
地
震
が
起
こ
っ
た
こ
と

を
知
り
、
あ
わ
て
て
テ
レ
ビ

を
見
る
と
、
東
北
の
様
子
が

報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今

年
で
ま
る
５
年
を
迎
え
る
東

日
本
大
震
災
で
す
。

　

私
ど
も
の
教
団
に
は
地
域

ご
と
に
教
区
と
い
う
も
の
が

あ
り
、
そ
こ
に
多
く
の
寺
院

が
あ
り
ま
す
。
東
北
教
区
の

お
寺
や
ご
門
徒
さ
ん
を
支
援

す
る
た
め
、
即
座
に
西
本
願

寺
に
災
害
対
策
本
部
を
立
ち

上
げ
、
翌
12
日
に
職
員
３
名

を
車
で
現
地
に
派
遣
い
た
し

ま
し
た
。

　

現
地
で
職
員
が
被
害
の
状

況
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
３
月

11
日
に
仙
台
別
院
で
会
合
が

あ
り
、
多
く
の
ご
住
職
が
集

ま
っ
て
お
ら
れ
た
。
し
か
し

大
震
災
に
よ
り
、
す
ぐ
に
ご

自
坊
に
戻
ら
れ
た
と
い
い
ま

す
。
そ
こ
で
安
否
確
認
を
し

た
と
こ
ろ
、
一
个
寺
だ
け
不

明
な
ご
住
職
が
お
ら
れ
ま
し

た
。
避
難
所
を
探
し
て
も
、

見
あ
た
り
ま
せ
ん
。
職
員
が

必
死
に
な
っ
て
探
し
た
と
こ

ろ
、
そ
の
お
寺
の
近
く
の
２

階
の
部
屋
の
片
隅
に
、
住
職

夫
妻
と
２
人
の
子
ど
も
さ
ん

が
、
身
を
寄
せ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

　

職
員
が
「
本
願
寺
か
ら
き

ま
し
た
」
と
伝
え
て
も
、
疑

い
の
眼
が
か
え
っ
て
き
ま
す
。

子
ど
も
さ
ん
の一
人
は
障
が
い

を
お
持
ち
で
、
避
難
所
に
い

て
は
他
の
方
々
に
迷
惑
を
か

け
る
か
ら
と
、
か
た
く
な
に

拒
否
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

職
員
が

「
ガ
ス
も
電

気
も
な
い
こ

ん
な
と
こ
ろ

に
い
た
ら
、

死
ん
で
し
ま

い
ま
す
よ
」

と
声
を
か
け

ま
す
が
、
ご

夫
妻
は
首
を

タ
テ
に
振
り

ま
せ
ん
。
何

度
も
何
度

も
説
得
し

た
末
、
よ
う

や
く
奥
さ
ん

が
子
ど
も
を

連
れ
金
沢
の

実
家
に
避
難

し
、
ご
住
職

は
そ
の
ま
ま

留
ま
る
と
い

う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
報
告

を
聞
い
て
、
私
も
現
地
に
向

か
い
ま
し
た
。
津
波
で
こ
わ

れ
た
本
堂
の
中
に
は
、
乗
用

車
が
２
、３
台
埋
ま
っ
て
い

ま
す
。
お
墓
に
は
ト
ラ
ッ
ク

が
横
た
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ご
住
職
は
本
堂
か
ら
ご
本
尊

を
持
ち
出
し
て
ご
安
置
し
、

そ
の
横
に
は
子
ど
も
さ
ん
の

書
き
初ぞ

め
が
掛
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　
「
こ
の
書
き
初
め
が
唯

一
、
子
ど
も
を
思
い
出
す

き
っ
か
け
に
な
る
の
で
す
。

こ
の
書
き
初
め
を
見
な
が

ら
、
何
と
か
こ
こ
で
が
ん

ば
っ
て
い
る
の
で
す
」
と
、

話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

私
が
、
そ
う
で
す
か
、
こ

れ
か
ら
も
何
と
か
支
援
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
か
ら

と
別
れ
を
告
げ
よ
う
と
し

た
と
き
、
や
に
わ
に
私
の
手

を
つ
か
み
大
声
で
「
総
長
さ

ん
、
泣
い
て
い
い
で
す
か
︱

︱
」
と
。
私
は
思
わ
ず
ご
住

職
の
体
を
抱
き
し
め
、
２
人

で
号
泣
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

ご
住
職
は
「
あ
あ
、
こ
れ
で

ほ
っ
と
し
ま
し
た
」
と
。

　

私
も
子
ど
も
の
こ
ろ
、
何

か
い
や
な
こ
と
が
あ
っ
て
母

親
の
懐
に
飛
び
込
み
、
大
泣

き
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、「
お
か
あ
ち

ゃ
ん
が
お
る
か
ら
心
配
す
る

な
」
と
言
わ
れ
、
気
を
と
り

直
し
て
ま
た
外
へ
遊
び
に
出

か
け
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
昨

年
は
、
ド
イ
ツ
生
ま
れ
の

ユ
ダ
ヤ
人
物
理
学
者
の
ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
さ
ん
が
相
対

性
理
論
を
発
見
し
て
、
百
年

目
に
あ
た
る
年
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

さ
ん
は
１
９
２
２
年
（
大
正

11
）
に
来
日
し
て
、
西
本
願

寺
に
も
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ア

イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
さ
ん
は
仏

教
に
興
味
を
持
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
た
め
日
本
の

仏
教
を
知
り
た
い
と
、
学
僧

で
あ
っ
た
近ち

か
ず
み角

常じ
ょ
う
か
ん観

師
に
お

会
い
に
な
り
、
話
を
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
さ
ん

が
「
仏
さ
ま
と
は
、
ど
ん
な

方
で
す
か
」と
た
ず
ね
る
と
、

近
角
師
は
い
き
な
り
「
姥う
ば

捨

て
山
」
の
伝
説
の
話
を
さ
れ

た
と
い
い
ま
す
。

　

息
子
が
母
親
を
背
負
っ
て

山
へ
、
そ
の
と
き
母
親
は
木
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の
枝
を
折
っ
て
い
る
。
息
子

は
母
親
が
家
に
戻
る
目
印
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
帰
り
道
で
迷
い
、
そ
の

折
れ
た
枝
を
頼
り
に
家
に
帰

り
つ
き
ま
す
。
そ
し
て
、
ふ

と
息
子
は
そ
の
母
ご
こ
ろ
に

気
づ
き
、
あ
わ
て
て
母
親
を

山
か
ら
連
れ
戻
し
た
︱
︱
こ

の
話
を
近
角
師
は
切
々
と
さ

れ
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
さ

ん
は
深
い
感
動
と
共
に
、
涙

ぐ
ま
れ
た
そ
う
で
す
。

　

自
分
を
捨
て
る
わ
が
子
を

捨
て
き
れ
な
い
母
ご
こ
ろ
、

そ
れ
が
仏
さ
ま
の
お
慈
悲
で

す
。
仏
さ
ま
に
背
を
向
け
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
慈

し
み
の
こ
こ
ろ
を
持
っ
て
、

私
た
ち
を
救
わ
ず
に
は
お
れ

な
い
と
は
た
ら
き
続
け
て
お

ら
れ
る
、
そ
れ
が
仏
さ
ま
、

阿
弥
陀
さ
ま
な
の
で
す
。

大
学
で
初
の
理
工
学
部

が
、
１
９
８
９
年
（
平
成

元
）
に
誕
生
し
ま
し
た
。

当
時
、
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
ら
れ
た
多
く
の
理
工

学
部
の
先
生
が
た
が
仏
教

に
興
味
を
も
た
れ
、
創
立

３
５
０
周
年
の
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
も
、「
科
学

者
と
宗
教
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
現
代
科
学
と
仏
教

は
、
ま
っ
た
く
矛
盾
し
な

い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

大震災1年後の本願寺仙台別院（2012年3月）

本
場
と
同
じ
く
バ
ナ
ナ
の
葉
を
皿

に
使
用
し
た
人
気
の
定
食
メ
ニュー

岡西さんご夫妻

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と

﹁
姥
捨
て
山
伝
説
﹂

﹇
和
の
お
か
ず
の
教
科
書
﹈
京
都
老

舗
料
亭「
近き

ん
ま
た又

」の
オ
ー
ナ
ー
で
料

理
人
の
鵜
飼
さ
ん
が
教
え
る
１
１
０

の
レ
シ
ピ
本
。
お
せ
ち
料
理
も
。
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